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市民の願いがかなう
南九州のリーディングシティ
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【今月の主な記事】

「
都
城
」と
い
う
選
択

特
集

◉マイナンバーカード申請率・交付率
　市区別全国１位
◉敬老バス券と健康増進施設
　利用割引券の更新・交付手続き  ほか



　全国的に少子高齢化による人口減少が進む中、本市でも生産力や消費力の減退、行政サービスの縮
小などが懸念されています。地域経済を維持するためには、働く若い人を都城に呼び込み、市の活力の
底上げを図ることが必要になります。今回は、若い世代へ本市の持つ潜在的な強みを伝えることで、若
年人口を増加させるための取り組みを紹介します。

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23-3174

「都城」 選択という

約10年間の本市の年代別転
入・転出状況を見ると、15
歳～24歳の若者の転出超過
が顕著なことが分かります。

図１　都城市の年代別社会増減（2006年～ 2014年9月）
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15歳〜24歳の
若年層が流出
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流
出
す
る
若
年
層

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
２
０
６
０
年

に
は
、
65
歳
以
上
の
人
口
割
合
が
39
・

９
㌫
と
な
り
、
総
人
口
は
８
６
７
４
万

人
に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
日
本
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
２
０
１
０
年

に
16
万
９
千
人
だ
っ
た
人
口
が
、

２
０
６
０
年
に
は
11
万
５
千
人
と
約

５
万
人
減
少
す
る
と
見
ら
れ
、
ま
た
65

歳
以
上
の
老
年
人
口
の
割
合
は
30
・
１

㌫
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
本
市
は
、
国
、
県
と
比
較
し

て
、
１
人
の
女
性
が
一
生
の
う
ち
に
産

む
子
ど
も
の
平
均
数
で
あ
る
合
計
特
殊

出
生
率
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
人
口
が
減
少
す
る
理
由

の
一
つ
が
、
若
年
層
の
流
出
で
す
。
図

１
か
ら
は
、
15
歳
～
24
歳
の
若
者
の
大

幅
な
転
出
超
過
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
大
学
な
ど
へ
の
進
学
や
、

就
職
を
目
的
に
転
出
し
て
い
る
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
実
際
、
県
内
の
高
校

生
の
県
内
就
職
率
は
、
54
・
８
㌫
と
、

２
年
連
続
全
国
最
下
位
。
ま
た
、
県
外

進
学
率
は
74
・
３
㌫
と
な
っ
て
い
て
、

多
く
の
若
者
が
、
雇
用
と
就
学
の
場
を

求
め
て
県
外
に
流
出
し
て
い
る
状
況
で

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
若
年
層
の
流
出
を

止
め
る
た
め
に
は
、地
元
で
学
ぶ
場
と
、

「
働
く
場
」
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

県
外
を
目
指
す
理
由

　

平
成
26
年
に
県
教
育
委
員
会
が
高
校

生
に
対
し
て
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

県
外
に
就
職
し
た
い
理
由
は
「
大
企
業

だ
か
ら
」「
希
望
す
る
職
種
・
業
種
が

あ
っ
た
か
ら
」「
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
が

高
い
か
ら
」
な
ど
の
項
目
が
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
、
宮
崎
労
働
局
が
実
施
し

た
意
識
調
査

の
中
で
、
高

校
３
年
生
の

進
学
希
望
者

に
「
進
学
先

を
卒
業
し
た

後
に
、
県
内

に
戻
っ
て
き
て
働
き
た
い
と
思
う
企
業

が
あ
る
か
」と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
あ
る
」

が
25
・
９
㌫
、「
な
い
」
が
50
・
８
㌫
、

「
そ
も
そ
も
ど
ん
な
企
業
が
あ
る
か
知

ら
な
い
」
が
20
・
９
㌫
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
回
答
に
共
通
し
て
い
る
の

が
、「
地
元
企
業
を
知
ら
な
い
」
と
い

う
こ
と
。十
分
な
情
報
が
な
い
ま
ま
「
大

企
業
だ
か
ら
安
定
し
て
い
る
」「
自
分

に
合
っ
た
職
種
が
地
元
に
な
い
」
な
ど

の
考
え
か
ら
、
県
外
の
企
業
を
選
択
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
市
で
は
、よ
り
多
く
の
若
者

に
地
元
へ
残
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、地
元

の
企
業
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
上
で
、「
都

城
で
働
く
」こ
と
を
考
え
て
も
ら
う
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ある
25.9％

ない
50.8％

知らない
20.9％

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
２
０
６
０

年
に
は
日
本
の
総
人
口
が
８
６
７

４
万
人
に
減
少
す
る
と
予
測
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
１
９
４
５
年

当
時
の
総
人
口
に
ほ
ぼ
等
し
い
数

字
で
す
。
人
口
減
少
が
こ
の
ペ
ー

ス
で
進
め
ば
、２
０
５
０
年
に
は
、

現
在
人
が
住
ん
で
い
る
居
住
地
域

の
う
ち
、
２
割
が
「
無
居
住
化
」

す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

超
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ

り
、生
産
年
齢
人
口
も
減
少
の
一

途
を
た
ど
り
ま
す
。社
会
イ
ン
フ

ラ
が
整
備
さ
れ
、資
源
も
充
実
し

て
い
る
都
市
部
で
は
、若
者
に
と

っ
て
魅
力
的
な「
働
く
機
会
」に
加

え
、「
学
ぶ
機
会
」が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
が
地
方
に
お
け
る

若
年
層
の
人
口
流
出
を
加
速
さ
せ

る
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
、

地
方
で
は
企
業
誘
致
を
図
ろ
う
と

し
て
も
、働
き
手
が
見
つ
か
ら
な

い
状
態
に
も
な
り
か
ね
ず
、既
に

宮
崎
県
内
の
一
部
自
治
体
で
は
こ

の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
自
治
体
に
よ

る
若
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
整
備

が
欠
か
せ
な
く
な
り
、
そ
の
対
策

次
第
で
、
将
来
の
地
方
の
人
口
動

態
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

都
城
市
に
お
い
て
は
、
市
内
の

企
業
な
ど
を
主
体
と
し
、「
学
ぶ

機
会
」
と
「
働
く
機
会
」
の
創
出

を
目
的
と
し
た
施
策
が
検
討
さ
れ

始
め
て
い
ま
す
。
将
来
を
見
据
え

た
こ
れ
か
ら
の
都
城
市
の
戦
略

に
、一
層
の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

大野　博
ひろた か

堂さん
NTTデータ経営研究所
パートナー

人口減少とその影響、
今後の展望
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都城 で 働く
「 都 城 」と い う 選 択

商工政策課

久保　尚
なお

裕
ひろ

　主幹

魅力溢れる企業が
たくさんあります！

　本市には、系列会社を含め1,700人以上の社員が
働く住友ゴム工業㈱や、4 年連続焼酎売上高日本一
の霧島酒造㈱、本市唯一の上場企業㈱ハンズマンな
ど、皆さんがよく知る企業の他にも、技術力や創造
力を生かした魅力的な企業があります。例えば、金
属を切削・研磨する際に出る削りくずなどを自動で
ろ過する分離技術の開発で世界トップメーカーの㈱
ブンリや、溶剤などで剥がれたり、文字が消えたり
しない特殊機能ラベルを開発して自動車・医療分野

での用途が拡大している㈱サニー・シーリング、食
肉加工の自動省力機器製造で特許を取得し、常に
技術開発に挑むマトヤ技研工業㈱などがあります。
　最近では、不動産に特化したソフトウェア開発で
全国から注目を集める日本情報クリエイト㈱や、企
業従業員の健康管理サービス業務を請負うマーソ㈱
が進出するなど、情報サービス関連の企業も多くな
りました。他にも幅広い業種で魅力的な企業がたく
さんあるので、ぜひ、皆さんに知ってほしいです。

都
城
で
輝
く
企
業
た
ち

肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都

城
。「
農
林
畜
産
業
の
ま
ち
」

と
い
う
印
象
を
持
つ
人
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
同
時
に
、
本
市
は
工
業
製

造
品
出
荷
額
が
県
内
1
位
の
産
業
都

市
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
は
古
く
か
ら
、
農
産
物
な

ど
を
生
か
し
た
食
品
や
、
木
材
な
ど

の
素
材
を
生
か
し
た
製
品
を
製
造
す

る
企
業
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
近
年
で
は
、
南
九
州
の
交
通

の
要
衝
と
い
う
利
点
か
ら
、
市
内
は

も
ち
ろ
ん
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
企

業
が
立
地
。
古
く
か
ら
あ
る
企
業
に

加
え
て
、
機
械
・
電
子
部
品
な
ど
の

製
造
業
や
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
関
連
企

業
な
ど
の
多
様
な
業
種
が
進
出
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
企
業
の
中
に
は
、
海
外
に

支
社
を
展
開
し
、
世
界
の
企
業
と
取

引
し
て
い
た
り
、
特
殊
な
加
工
技
術

や
特
許
を
生
か
し
て
、
独
自
の
製
品

を
作
っ
て
い
た
り
す
る
企
業
も
あ
り

ま
す
。

情報サービス
（ソフト開発や
検証、事務処理
受託など）

コール
センター

流通
（運送や倉
庫保管、卸
など）

その他製品
の製造
（建材、ペットフ
ードなど）

食品の製造・
加工

機械、電子、
繊維などの
製品製造

16 30 12 18 12 6

創業 会　社　名 操業期間 主な事業

明治４年 ヤマエ食品工業㈱ 145 年 総合食品メーカー（しょうゆ・
みそなどの醸造）

明治18年 早川しょうゆみそ㈱ 131 年 しょうゆ・みそなどの醸造

明治33年 江夏商事㈱ 116 年 畜産物の生産・販売、飼料・
肥料の卸・販売

明治35年 柳田酒造㈴ 114 年 焼酎製造

明治42年 大浦酒造㈱ 107 年 焼酎製造

大正２年 外山木材㈱ 103 年 スギの建築材、土木材、製材、
チップの製造

大正３年 ㈱都城田中家 102 年 生・乾燥しいたけ、乾燥きく
らげ、発酵発芽玄米の製造

大正５年 霧島酒造㈱ 100 年 酒類の製造・販売、レストラ
ン事業

（2016年都城商工会議所・６商工会調べ）

創業100年を超える主な企業

合併後、新たに立地した企業の件数　94件
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企
業
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
取
り
組
み

市
で
は
、
地
元
企
業
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
学
生
や
保
護

者
、
教
師
が
企
業
を
見
学
す
る
「
企

業
巡
見
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
企
業
の
情
報
が
手
に
入
り
に

く
い
と
い
う
声
を
受
け
て
、
昨
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
こ
の
取
り
組
み
。

参
加
者
は
、
工
場
を
見
学
し
た
り
、

そ
の
企
業
に
勤
め
て
い
る
Ｏ
Ｂ
の
話

を
聞
い
た
り
し
ま
す
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
地
元

に
こ
ん
な
に
す
ご
い
企
業
が
あ
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
」「
他
の
企
業
も

調
べ
て
み
た
い
」「
こ
の
企
業
に
就

職
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
18
歳
の
若
者
が
１
人
で
就

職
先
を
決
断
す
る
の
は
難
し
い
も
の
。

そ
れ
に
は
、
保
護
者
や
教
師
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
影
響
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
は
「
保
護

者
の
就
活
」
と
し
て
、
保
護
者
を
対

象
と
し
た
巡
見
も
実
施
。
昨
年
７
月

に
は
、
都
城
商
業
高
校
の
保
護
者
が

企
業
４
社
を
訪
問
し
、
担
当
者
の
話

に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も

取
り
挙
げ
ら
れ
、
大
き
な
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　

職
業
を
選
択
す
る
際
に
は
、
情
報

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
、
地

元
企
業
の
情
報
を
、
よ
り
広
範
に
届

け
る
た
め
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
高

校
な
ど
を
対
象
に
、
企
業
巡
見
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

下沖　光
ひかる

さん
（都城高専機械工学科　１年）

　１月18日に開催した企業巡見では、㈱九
州コガネイの工場を見学。約40人の学生が、
企業の説明を聞き、工場内を見学しました。

　ものづくりに興味があり、漠然と就職す
るなら県外のメーカーを考えていました。
今回見学した企業は、海外に支社を持つな
ど世界展開をしていて、地元にこんな企業
もあるのかと
興味が広がり
ました。
　地元に就職
するのもいい
ですね。

都城商業高校　保護者

村上　美保子さん

初めて知った地元企業のよさ

　子どもの就職に当たって、市内の企業を知りたい
と思い参加しました。ＩＴ系や製造業、福祉系など
を見学。全国各地に支社があり、福利厚生がしっか
りしている企業や、日本一の技術を持つ企業、ボー
ナスが３回もある企業など、それぞれの強みを持っ
た、さまざまな企業があることが分かりました。
　保護者の立場から考えると、企業の規模や福利厚
生の手厚さなどに目が行きます。都城にも業績が伸
びている企業や、大企業の支社などがあるというこ

とも分かり、企業を選ぶに当たって、地元にもたく
さんの選択肢があると思いました。実際に、見学し
た中で素晴らしい企業があったので、私自身、見学
会の翌日にすぐ面接を受け、今ではその企業で働い
ています。
　都城には、知られていないだけで、素晴らしい企
業がたくさんあります。実際に見てみないと分から
ないと思うので、機会があれば、企業巡見に参加し
てみてください。
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都城 で 暮らす
「 都 城 」と い う 選 択

都
城
で
暮
ら
す
と
い
う
こ
と

働
く
こ
と
と
合
わ
せ
て
考
え
る

の
が
、
暮
ら
し
。「
暮
ら
し
」

に
は
、
日
々
の
営
み
だ
け
で
な
く
人

の
生
き
方
を
含
め
た
広
い
意
味
が
あ

り
ま
す
。
都
城
と
都
会
の
暮
ら
し
の

違
い
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
暮
ら
し
を
考
え
る
上
で
、

気
に
な
る
の
が
給
料
。
都
道
府

県
別
の
平
均
年
収
で
は
、
本
県
は

３
７
２
万
6
千
円
と
平
均
よ
り
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
生
活
コ
ス

ト
を
見
て
み
る
と
、
消
費
者
物
価
地

域
差
指
数
は
96
・
４
ポ
イ
ン
ト
と
、

最
も
高
い
横
浜
市
と
比
べ
約
９
ポ
イ

ン
ト
も
低
く
、
物
価
は
安
い
と
言
え

ま
す
。

　

生
活
の
面
を
見
て
み
る
と
、
本
県

の
平
均
通
勤
時
間
は
、
神
奈
川
県
の

２
分
の
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
78

と
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
救
急
医
療
や
周
産

期
医
療
な
ど
の
医
療
体
制
も
充
実
し

て
い
て
、
保
育
園
の
待
機
児
童
が
い

な
い
た
め
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
や

す
い
環
境
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

本
市
は
、
豊
か
な
自
然
が
身
近
に

あ
っ
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で

の
買
い
物
も
楽
し
め
る
、
便
利
な
田

舎
。
そ
し
て
、
人
が
生
き
る
た
め
に

必
要
な
水
、
空
気
、
食
べ
物
全
て
が

お
い
し
い
ま
ち
、
都
城
で
す
。

　

充
実
し
た
暮
ら
し
を
ど
う
捉
え
る

か
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
。
生
産
者
を
身

近
に
感
じ
る
豊
か
な
食
生
活
や
、
家

族
や
友
人
と
過
ご
す
有
意
義
な
時
間

を
持
ち
た
い
と
思
う
人
は
、
都
城
で

の
暮
ら
し
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

通勤・通学時間が短い

１日にかかる通勤・
通学時間は、

本県は 50 分で全国で最
も短い

( 総務省社会生活基本調
査）

食料自給率が高い
本県は 277％と、全国で一番高い（農林水産省試算）

医療施設が充実
本市の、人口 10 万人

当たりの病院数

は全国平均より高い 8
6.5 所

（厚生労働省医療施設
調査）

保育園の待機児童なし
保育園定員充当率は本県が 119.39％で、全国１位
（厚生労働省福祉行政報告例）

住み続けたいと思う人が多い市民の８割以上が、これからも住み続けたいと回答（市民意識調査）

物価が安い
消費者物価地域差指数

が本県は96.4で、

全国で一番低い
（総務省小売物価統計

調査）

都城の良さ

温かみを感じる地元での暮らし

マトヤ技研工業㈱

竹田　弘
こうき

毅さん（祝吉）
Ｕターン者（神奈川県川崎市で約７年生活）

　機械設計の仕事をしていて、昨年 11月にＵターンしました。やりがいのある
仕事で楽しかったけれども、狭いのに家賃が高かったり、満員電車が苦痛だった
り、同じマンションの住民同士でもあいさつを交わさなかったりなど、これから
の自分の生活を考えるうちに、漠然と都城に帰りたいと思うようになりました。
　東京での就職説明会などに参加しながら、転職活動を開始。母校である都城高
専の紹介で再就職を決めました。就職で優先したのが機械設計の仕事に就くこと。
これまでよりは収入が下がりましたが、がんばろうと思える会社に出会えました。
昼休みに同僚と卓球をするなど、楽しく過ごせています。
　帰ってきて改めて感じたのが、温かいコミュニケーション。都会では壁一枚隔
てた隣の人すら知りませんでしたが、都城は家が隣りでなくても、近所の人をよ
く知っていて、いいなと思います。また、会社近くの小学校の子どもが、行き交
う人に元気よくあいさつするのは、都会にない風景です。
　都城は街と自然が近いのが魅力。これからはバイクをお供に、春は花見、夏は
花火、秋は山登り、冬はスケートと、時節を楽しみたいと思います。
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「 都 城 」 と い う 選 択

都
城
の
魅
力
を

よ
り
多
く
の
人
に

今
回
は
、「
都
城
と
い
う
選
択
」

を
テ
ー
マ
に
、
都
城
で
の
働
き

方
と
暮
ら
し
方
を
見
て
き
ま
し
た
。
都

会
と
比
べ
て
も
見
劣
り
し
な
い
、
た
く

さ
ん
の
魅
力
的
な
企
業
が
あ
り
、
同
時

に
都
城
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
や
す
さ
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
「
都
城
の
良
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」。

　

こ
の
思
い
か
ら
、
市
で
は
、
企
業
と

連
携
し
て
「
雇
用
の
場
と
生
活
環
境
」

を
セ
ッ
ト
に
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
「
就
職
座

談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
都
城
は
、
働
く
場
が
充
実
し
て
い

て
、
人
材
を
確
保
し
た
い
と
い
う
企
業

の
需
要
も
多
か
っ
た
。
市
と
企
業
が
連

携
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
人
を
都

城
に
呼
び
込
め
る
と
思
っ
た
」
と
話
す

の
は
、
地
方
創
生
を
担
当
す
る
杉
村
史

朗
主
査
で
す
。

　
「
こ
の
座
談
会
は
、
通
常
の
就
職
説

明
会
と
は
異
な
り
、
学
生
と
企
業
の
担

当
者
が
１
対
１
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
で
互
い
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
の

が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
」
と
語
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た
昨
年
度

は
、
11
社
が
参
加
。
１
０
０
人
を
超
え

る
新
規
学
卒
予
定
者
と
中
途
採
用
希
望

者
が
来
場
し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

「
１
対
１
で
話
を
聞
け
た
の
で
、
地
元

企
業
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
」「
福

岡
で
地
元
企
業
の
話
が
聞
け
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

実
際
に
５
人
が
就
職
し
ま
し
た
。

　
「
今
ま
で
採
用
が
な
い
企
業
で
、
採

用
を
始
め
た
企
業
も
あ
る
な
ど
、
新
た

な
動
き
も
出
始
め
た
。
市
全
体
で
こ
の

取
り
組
み
を
地
道
に
行
い
、
都
城
へ
の

人
の
流
れ
を
確
実
に
作
り
た
い
」
と
力

を
込
め
る
杉
村
主
査
。

　

次
な
る
若
い
力
を
呼
び
込
む
た
め
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
続
き

ま
す
。

昨年開催された就職座談会の様子

総合政策課
杉村　史朗　主査

取
材
を
終
え
て

　
城
に
は
素
晴
ら
し
い
企
業
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
わ
が
社
で

な
く
て
も
い
い
か
ら
、
ぜ
ひ
都
城
で
就

職
し
て
ほ
し
い
」。
取
材
す
る
中
で
出

会
っ
た
あ
る
企
業
の
経
営
者
が
、
高
校

生
に
か
け
た
言
葉
で
す
。
そ
の
言
葉
か

ら
は
、
自
社
の
技
術
に
対
す
る
自
負
以

上
に
、
都
城
の
も
の
づ
く
り
に
対
す
る

誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
、
県
外
で
の
暮
ら
し
を
経

て
都
城
に
戻
っ
て
き
た
人
た
ち
の
話
を

聞
く
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
都
城
の
良

い
と
こ
ろ
を
尋
ね
る
と
、
皆
さ
ん
口
を

そ
ろ
え
る
の
が
、「
人
の
温
か
さ
」。
近

所
の
人
と
の
距
離
の
近
さ
や
何
気
な
い

あ
い
さ
つ
は
、
人
と
人
と
の
距
離
を
縮

め
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
暮
ら
し
て

い
く
上
で
の
安
心
感
や
充
実
感
に
つ
な

が
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
城
を
選
ぶ
か
、
都
会
を
選
ぶ
か
。

自
分
が
ど
の
よ
う
に
働
き
、
暮
ら
し
た

い
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
選
択
は
変
わ
り

ま
す
。
周
り
の
人
に
流
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
情
報
を
た
く
さ
ん
集
め
た
上
で
比

較
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

都
会
で
の
暮
ら
し
も
魅
力
的
で
す
が
、

都
城
で
の
働
き
方
・
暮
ら
し
方
を
知
っ

た
上
で
、
比
較
し
て
選
ん
で
も
遅
く
は

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ふ
る
さ
と
都
城
で
働
き
、
暮
ら
す
」

と
い
う
選
択
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
都
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
・
交
付
率

利
便
性
の
高
い「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本
人
確

認
の
た
め
の
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
る
、
顔
写
真
付
き
の
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
す
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
が
カ
ー
ド
に
集
約

さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

に
向
け
た
取
り
組
み
と
意
義

　

市
で
は
、
４
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
（
コ
ン
ビ
ニ
）
交
付
を
開
始
し

ま
す
。
ま
た
、
９
月
か
ら
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ

レ
ー
ジ
を
、
地
元
の
商
店
な
ど
で
使
え

る
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト
の
実
証
実

験
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。さ
ら
に
、

平
成
30
年
か
ら
は
順
次
、
健
康
保
険
証

と
し
て
の
利
用
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
て
申
請
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と

で
、
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。こ
の
取
り
組
み
は
「
都
城
方
式
」

と
呼
ば
れ
て
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
広
報
大
賞
入
選

や
、
宮
崎
県
市
町
村
改
善
改
革
実
践
事

例
発
表
会
最
優
秀
賞
な
ど
の
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
が
始
ま
り
ま
す

　

今
年
の
夏
頃
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
活
用
し
た
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
の

運
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
は
、
行
政
機
関

が
保
有
す
る
自
分
の
情
報
や
、
行
政
機

関
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
、
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。（
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
）

●
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
で
き
る
こ
と
の
例

・�

児
童
手
当
や
保
育
園
入
所
の
申
請
な

ど
、
子
育
て
に
関
す
る
手
続
き
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
可
能
に
な
り
ま
す

・�

予
防
接
種
や
乳
幼
児
健
診
、
確
定
申

告
な
ど
、
行
政
機
関
か
ら
の
情
報
を

確
認
で
き
ま
す

　市内の公設の健康増進施設でマイナンバーカー
ド（表面コピー可）を提示すると、施設が発行
するポイントが２倍になります（ポイントサー
ビスデーを除く）。なお、４月からは「かかしの
里パークゴルフ場」も対象施設に加わります。

◎対象施設
　温泉� 青井岳温泉、観音さくらの里、
	 かかしの里ゆぽっぽ、ラスパたかざき
　パークゴルフ場　かかしの里パークゴルフ場
◎期間	 平成30年３月末日まで

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
率
・
交
付
率

市
区
別
全
国
１
位

　

本
市
の
1
月
末
時
点
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
率
は
19
・
7
㌫
、
同
交

付
率
は
16
・
1
㌫
で
、
と
も
に
市
区
別
全
国
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
や
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
会
場　

☎
23

－

2
7
7
4

◎場所	 市役所７階マイナンバー特設会場
	 各総合支所市民生活課
◎時間	 平日、第２・第４日曜日
	 ８時 30分～ 17時 15分
	 ※毎週木曜日は 19時まで（本庁のみ）

温泉施設などのポイントが２倍に！カードの申請をお手伝い

　マイナンバーカードの取得を希望する市民の
皆さんに対し、無料で写真を撮影し、カードを
申請するお手伝いをしています。
　個人番号カード交付申請書、または身分証を
申請窓口に持参ください。
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マイナンバーカード申請率・交付率　市区別全国１位

簡
単
！  

便
利
！  

コ
ン
ビ
ニ
交
付

　

４
月
12
日
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
の

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
、
住
民
票
の
写
し

や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
取
得
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ

ス
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
の
で
、
申
請
が
ま
だ
済
ん
で
い
な

い
皆
さ
ん
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
便

利
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
く

だ
さ
い
。

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
際
に
必
要
な
も
の

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※�

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
暗
証

番
号
（
数
字
４
桁
）
の
入
力
が
必
要

●
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

　

�

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ

ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
ど

●
利
用
で
き
る
時
間

　

６
時
30
分
～
23
時

※�

年
末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

お
よ
び
保
守
点
検
日
（
不
定
期
）
を

除
く

●
操
作
方
法

①�

本
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
コ

ン
ビ
ニ
に
持
参

②�

コ
ン
ビ
ニ
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
、

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
を
選
択

③�

読
取
機
に
カ
ー
ド
を
か
ざ
し
、４
桁

の
暗
証
番
号
を
入
力
し
、表
示
さ
れ

る
案
内
に
従
っ
て
、タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

を
操
作

取得できる証明書と手数料
種　類 料　金 備　考

住民票の写し 300円

●	都城市に住民登録がある
本人または同一世帯の人
の現在の住民票

●	本籍、続柄の記載の有無
を選択できます
●	住民票コードや個人番号
（マイナンバー）は記載で
きません

印鑑登録証明書 300円 ●	都城市で印鑑登録してい
る本人の証明書

戸籍証明書
（全部事項証明・
個人事項証明）

450円

●	都城市に本籍のある本人
または同一戸籍の人の現
在の謄本（抄本）

●	除籍や改製原戸籍は取得
できません
●	戸籍の届出（出生や婚姻
など）を受理後、コンビ
ニで証明書を取得できる
まで、数日かかります
●	市外の人は事前に利用登
録申請が必要

所得課税証明書 300円 ●本人の最新年度分のみ
※毎年６月に年度の更新

住民票などの証明書を
コンビニで取得できますから

4 12㈬

どこでも
市内はもちろん、
全国のコンビニで
取得できる！

簡単
申請書の記入不要！
銀行ATMのような
画面で操作！

マイナンバーカードを使って、全国
のコンビニに設置されているマル
チコピー機で、住民票などの証明
書を取得できるようになります。

いつでも
早朝から深夜、
土・日曜日、祝日も
取得できる！

どこでも
市内はもちろん、
全国のコンビニで
取得できる！

簡単
申請書の記入不要！
銀行ATMのような
画面で操作！マルチコピー機を

使って
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敬
老
特
別
乗
車
券（
敬

老

バ
ス
券

）と

健
康
増
進
施
設
利
用
割
引
券（
利

用

割
引
券

）の
更
新
・
交
付
手
続
き

４月３日㈪
から始まります
　

敬
老
バ
ス
券
と
利
用
割
引
券
を
同
時
に
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
交
付
期
間
中
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
余
裕

を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。	

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
23

－

３
１
０
２

敬
老
特
別
乗
車
券

　

高
齢
者
の
自
主
的
活
動
を
支
援
す
る

た
め
に
交
付
し
て
い
る
敬
老
バ
ス
券
。

宮
崎
交
通
や
高
崎
観
光
バ
ス
、
三
州
自

動
車
の
３
社
が
運
行
す
る
路
線
バ
ス
で

利
用
で
き
ま
す
。

●
対
象　

満
70
歳
以
上
の
市
民

●
利
用
で
き
る
区
間　

市
内
全
域

※
高
速
バ
ス
、
特
急
バ
ス
は
利
用
不
可

●
１
回
当
た
り
の
負
担
額　

１
０
０
円

●
交
付
期
間　

４
月
３
日
㈪
～

●
交
付
場
所　

福
祉
課
、
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

一
部
の
地
区
公
民
館
（「
一
部
の
地
区

公
民
館
の
交
付
日
程
」
を
参
照
）

●
交
付
手
数
料　

千
円

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
新
規
】

・�

６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
（
横

２
・
５
㌢
×
縦
３
㌢
で
脱
帽
、
顔
が

鮮
明
に
写
っ
て
い
る
も
の
）

・�

保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
、
身
分

を
証
明
す
る
も
の

※
代
理
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん

【
更
新
】

・
現
在
、
保
有
し
て
い
る
敬
老
バ
ス
券

※�

代
理
手
続
き
も
で
き
ま
す
が
、
敬
老

バ
ス
券
の
紛
失
や
記
載
事
項
の
変
更

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
新
規
手
続
き

を
必
要
と
す
る
た
め
代
理
手
続
き
は

で
き
ま
せ
ん

●
そ
の
他

　

有
効
期
限
が
３
月
31
日
の
敬
老
バ
ス

券
は
、
４
月
末
日
ま
で
使
用
で
き
ま
す

健
康
増
進
施
設
利
用
割
引
券

　

高
齢
者
と
障
が
い
者
の
健
康
増
進
を

図
る
た
め
、
健
康
増
進
施
設
（
温
泉
施

設
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）
で
利
用
で
き

る
、
共
通
割
引
券
（
１
人
当
た
り
20
枚

つ
づ
り
１
冊
）
を
交
付
し
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
施
設

【
市
内
の
温
泉
施
設
な
ど
】

　

青
井
岳
温
泉
、
観
音
さ
く
ら
の
里
、

か
か
し
の
里
ゆ
ぽ
っ
ぽ
、
山
田
温
泉
交

流
セ
ン
タ
ー
、
ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
、
山

田
か
か
し
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
高

崎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
曽
於
市
の
温
泉
施
設
】

　

メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー
、
財
部

温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
、
大
隅
弥
五
郎
伝

説
の
里

【
志
布
志
市
の
温
泉
施
設
】

　

国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
、
蓬

よ
も
ぎ

の
郷さ
と

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

●
交
付
期
間　

４
月
３
日
㈪
～

●
対
象

①�

65
歳
以
上
の
市
民
（
昭
和
28
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
）

②�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
65
歳
未
満
の
市
民

※�

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、
療

育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
（
１
・
２
級
）
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
の
主
な
介
助
者
も
対
象

●
交
付
場
所　

福
祉
課
、
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

一
部
の
地
区
公
民
館
な
ど

※�

②
に
該
当
す
る
人
は
、
福
祉
課
と
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
の
み
交
付

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
は
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
。
身
分

証
明
書
は
、
保
険
証
や
運
転
免
許
証
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

【
本
人
申
請
】　

印
鑑
、
身
分
証
明
書

【
代
理
申
請
】　

委
任
状
ま
た
は
、
交
付

対
象
者
と
代
理
人
の
身
分
証
明
書
、
交

付
対
象
者
と
代
理
人
の
印
鑑

【
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
た
人
の
申
請
】

　

申
請
者
の
印
鑑
（
代
理
申
請
の
場
合

は
、
交
付
対
象
者
と
代
理
人
の
印
鑑
。

委
任
状
は
不
要
）、
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
。介
助
者
分
を
申
請
す
る
場
合
は
、

介
助
者
の
身
分
証

明
書

●
そ
の
他　

期
限

切
れ
の
割
引
券

は
、
申
請
手
続
き

に
持
参
く
だ
さ
い

※�

施
設
で
は
回
収

し
ま
せ
ん

日　　時 場　　所

４/12
㈬

	 9:30	～	11:30 小松原地区公民館

	13:30	～	15:30 横市地区公民館

４/13
㈭

	 9:30	～	11:30 祝吉地区公民館

	13:30	～	15:30 長寿館（鷹尾三丁目）

４/14
㈮ 	 9:30	～	11:30 妻ケ丘地区公民館

一部の地区公民館の交付日程
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市
で
は
、
高
齢
化
の
一
層
の
進
行
と

急
速
な
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
の

５
カ
年
計
画
と
し
て
、
都
城
市
第
３
次

行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

単
に
コ
ス
ト
削
減
の
み
を
目
指
す
の

で
は
な
く
、
市
民
に
新
た
な
価
値
を
届

け
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
く
、
豊
か
な
ま

ち
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ「
創
造
的
改
革
」

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

７
１
６
１

●
基
本
理
念

　

活
力
あ
る
都
城
を
次
世
代
に
確
実
に

繋
ぐ
た
め
の
創
造
的
な
行
財
政
運
営
の

推
進

●
主
要
成
果
目
標

①
職
員
数
の
削
減

　

多
岐
に
わ
た
る
行
政
課
題
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
職
員
数
を
５
年
間
で
20
人

削
減
し
、
職
員
定
数
の
適
正
化
を
進
め

ま
す
。

②
健
全
な
財
政
運
営

　

実
質
収
支
12
億
円
以
上
の
黒
字
確
保

を
目
標
に
掲
げ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
的
か
つ
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目

指
し
ま
す
。

③
地
方
債
残
高
の
縮
減

　

市
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
の
借
り
入

れ
が
財
政
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
、
地
方

債
残
高
１
１
６
２
億
３
千
万
円
以
下
を

管
理
の
指
標
と
し
ま
す
。

④
連
携
協
力
強
化

　

地
域
経
済
の
活
性
化
や
移
住
希
望
者

の
受
入
体
制
の
充
実
な
ど
、地
域
が
抱

え
る
課
題
を
共
有
・
解
決
し
て
い
く
た

め
に
、金
融
機
関
や
高
等
教
育
機
関
、地

元
企
業
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

⑤
職
員
の
接
遇
向
上

　

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
優
れ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
気
持
ち
の

良
い
応
対
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
接
遇
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
３
つ
の
基
本
方
針
と
実
効
性
の
高
い
計
画

　

行
財
政
改
革
大
綱
の
基
本
理
念
を
実

都
城
市
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

豊
か
な
ま
ち
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
「
創
造
的
改
革
」

現
す
る
た
め
、
３
つ
の
基
本
方
針
「
創

造
的
改
革
の
推
進
」「
行
政
運
営
改
革

の
推
進
」「
財
政
運
営
改
革
の
推
進
」

に
基
づ
い
た
、
１
２
０
項
目
か
ら
な
る

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
創
造
的
改
革
の
推
進（
51
項
目
）】

◎
部
門
・
地
域
間
の
政
策
連
携
の
強
化

や
、
市
民
や
企
業
な
ど
と
の
連
携
に
よ

る
政
策
推
進
力
の
強
化

・��

地
域
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
要
支
援

者
の
災
害
時
避
難
方
法
な
ど
の
個
別

支
援
計
画
の
策
定

・��

企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
強
化

に
よ
る
就
職
支
援
と
雇
用
拡
大

・�

Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の
民
間
利
用
促
進
に
よ
る

対
外
的
情
報
発
信
力
の
強
化

◎
迅
速
・
丁
寧
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
化
の

推
進
に
よ
る
市
民
満
足
度
の
向
上

・�

子
育
て
や
教
育
関
連
施
設
の
中
心
市

街
地
中
核
施
設
へ
の
集
約
や
、
施
設

間
の
連
携
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

高
度
化

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
活
用
し
た
シ

ス
テ
ム
構
築
に
よ
る
各
種
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
利

便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

【
行
政
運
営
改
革
の
推
進（
38
項
目
）】

◎
創
造
的
改
革
の
中
心
的
役
割
を
担
う

職
員
の
育
成
や
、
事
務
事
業
・
組
織
の

最
適
化
の
ほ
か
、
民
間
活
力
の
有
効
活

用・�

が
ん
検
診
予
約
受
付
業
務
の
民
間
委

託
・�

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
需
要
に
対
応
で
き

る
職
員
を
戦
略
的
に
採
用
す
る
た
め

の
新
採
用
試
験
制
度
の
導
入

【
財
政
運
営
改
革
の
推
進（
31
項
目
）】

◎
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
財
政
健
全
化
の
推
進

・�

適
切
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
公
共

施
設
な
ど
の
質
的
・
量
的
な
適
正
化

　　

第２次行財政改革大綱実施計画（平
成23年度～平成27年度）の達成率は
96.7％で、92項目中89項目について
達成しました。

ト ピ クッ

●職員数を削減！
　業務量の把握と人員体制の見直しに
より、５年間で目標値の 140 人を削減
しました。

●将来負担比率を抑制！
　市債の繰り上げ償還や合併特例債
の活用などにより、財政規模に対する
借入金などの割合を示す将来負担比
率がゼロとなり、将来世代への負担を
抑えています。

定員適正化計画における
定員管理実績（全職員）

協力企業との包括連携協定書締結式

1529

1560

1495
1484

1454

1423
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狂
犬
病
予
防
注
射 

年
に
１
回
、
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う 

　

平
成
29
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

ど
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
実
施
時
間
が
異
な
り
ま
す
。
な
お
、
期
間

内
に
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。	

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

本庁管内

期日・地区 場　所 時　間

4月11日㈫
西　岳

下川内自治公民館 ９:30～ 10:00

高野自治公民館 10:30～ 11:00

田野地区集落センター 11:30～ 12:00

猪子石記念碑前 13:30～ 14:00

西折田代自治公民館 14:30～ 15:00

4月12日㈬
西　岳

御池自治公民館 10:00～ 10:30

東牛之脛自治公民館 10:50～ 11:10

夏尾市民センター 13:30～ 14:10

上馬渡自治公民館 14:30～ 15:00

4月13日㈭
庄　内

下川崎自治公民館 ９:20～ ９:40

関之尾自治公民館 10:00～ 10:30

庄内地区公民館 11:00～ 12:00

平田自治公民館 13:30～ 14:00

今平自治公民館 14:30～ 15:00

4月14日㈮
庄　内

千草自治公民館 10:00～ 10:30

宮島自治公民館 10:50～ 11:30
4月30日㈰

庄　内
西　岳

庄内地区公民館 13:00～ 13:40

西岳地区公民館（新） 14:15～ 14:45

5月2日㈫
沖　水

松之元自治公民館 ９:30～ 10:00

下金田自治公民館 10:30～ 11:00

中金田自治公民館 11:30～ 12:00

沖水地区公民館 13:20～ 14:10

高木自治公民館 14:40～ 15:50

本庁管内

期日・地区 場　所 時　間

5月8日㈪
志和池

麓自治公民館（野々美谷） ９:30～ 10:00

崎田自治公民館 10:20～ 10:40

薄谷自治公民館 11:00～ 11:30

森田自治公民館 13:00～ 13:20

丸谷自治公民館 13:40～ 14:10

志和池地区公民館 14:30～ 15:30

5月9日㈫
志和池

荒ヶ田自治公民館 ９:30～ ９:50

岩満自治公民館 10:10～ 10:30

下水流３自治公民館 11:00～ 11:40

下水流１自治公民館 13:30～ 14:00

上水流東自治公民館 14:30 ～ 15:00

5月16日㈫
小松原
五十市
祝　吉

志比田自治公民館 ９:30～ 10:00

鷹尾一丁目自治公民館 10:30～ 11:00

宮丸自治公民館 11:30～ 12:00
小松原地区公民館

（地区体育館横） 13:30～ 14:30

下川東自治公民館 15:00～ 15:30

5月17日㈬
祝　吉
妻ケ丘

祝吉地区公民館 ９:30～ 10:10

早水自治公民館 10:40～ 11:10

立野自治公民館 11:30～ 12:00

菖蒲原自治公民館 13:30～ 14:00

広原自治公民館 14:20～ 14:50

一万城西部自治公民館 15:10～ 15:40

本庁管内

期日・地区 場　所 時　間

5月18日㈭
妻ケ丘
姫　城

若葉自治公民館 ９:30～ 10:00

竹町自治公民館 10:30～ 11:00
上長飯霊地公園
北側駐車場 11:30～ 12:00

早鈴自治公民館 13:30～ 14:10

甲斐元自治公民館 14:30～ 15:00

5月19日㈮
五十市

下今町自治公民館 ９:30～ 10:00
ふるさとセンター

（大岩田玉利自治公民館隣） 10:30～ 11:00

都島自治公民館 11:20～ 12:00

狐塚自治公民館 13:30～ 14:00

五十市地区公民館 14:20～ 15:00

5月21日㈰
志和池
沖　水
祝　吉
小松原
妻ケ丘

志和池地区公民館 ９:00～ ９:30

沖水地区公民館 10:00～ 10:30

祝吉地区公民館 11:00～ 11:30

横市地区公民館 13:00～ 13:40
小松原地区公民館

（地区体育館横） 14:10～ 14:40

妻ケ丘地区公民館 15:10～ 15:40

5月23日㈫
横　市
小松原

久保原西自治公民館 ９:20～ 10:10

霧原自治公民館 10:30～ 11:00

東加治屋自治公民館 11:30～ 12:00

大根田自治公民館 13:30～ 14:00

今房自治公民館 14:20～ 14:50

横市地区公民館 15:10～ 16:00

さ
い

・�

妊
娠
中
や
体
調
の
悪
い
場
合
、
ま
た

は
１
カ
月
以
内
に
他
の
予
防
注
射
を

し
た
場
合
は
、
獣
医
師
や
動
物
病
院

に
相
談
く
だ
さ
い

・�

飼
い
犬
の
死
亡
や
、
飼
い
主
の
氏
名

や
住
所
な
ど
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す

・�

未
登
録
犬
は
、
注
射
と
同
時
に
登
録

も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
会
場
で
も
受

け
付
け
ま
す

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　

糞
や
鳴
き
声
に
よ
る
苦
情
が
増
え
て

い
ま
す
。
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

発
症
す
る
と
死
に
至
る
狂
犬
病

　

狂
犬
病
は
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
。
飼

い
主
に
は
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
生
涯

１
回
の
登
録
と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料（
毎
年
１
回
）

１
頭
　
３
千
円

登
録
手
数
料 （
生
涯
１
回
限
り
）

１
頭
　
３
千
円

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

・�

飼
い
主
宛
て
に
受
付
票
を
郵
送
し
ま

す
。
必
ず
会
場
へ
持
参
く
だ
さ
い

・�

会
場
で
は
、首
輪
を
し
っ
か
り
締
め
、

管
理
で
き
る
人
が
立
ち
会
っ
て
く
だ

広報 都城 平成29年3月号　12



本庁管内

期日・地区 場　所 時　間

5月24日㈬
姫　城
中　郷

下長飯自治公民館 ９:20～ 10:00

藤田自治公民館 10:20～ 11:00

下安久自治公民館 11:20～ 12:00

正応寺自治公民館 13:30～ 13:50

高野原自治公民館 14:10～ 14:40

豊満自治公民館 15:00～ 15:30

5月25日㈭
中　郷

益貫自治公民館 ９:20～ ９:50

女橋自治公民館 10:20～ 10:50

雄児石自治公民館 11:10～ 11:40

大浦自治公民館 13:20～ 13:50

払川自治公民館 14:20～ 14:40

川内自治公民館 15:00～ 15:20

5月28日㈰
五十市
姫　城
中　郷

五十市地区公民館 ９:00～ ９:30

都城市役所第２駐車場 10:00～ 10:30

中郷地区公民館 11:00～ 11:30

6月11日㈰ 都城保健所 ９:00～ 11:30

山之口総合支所管内
期　日 場　所 時　間

5月26日㈮

飛松公民館 ９:30～ ９:45

青井岳（高野商店裏） 10:05～ 10:25

五反田公民館 10:45～ 11:05

野上公民館 11:25～ 11:45

永野地区公民館 13:00～ 13:20

六十田公民館 13:40～ 14:00

田原公民館 14:20～ 14:40

麓営農研修館 15:00～ 15:40

5月30日㈫

乗平公民館 ９:00～ ９:20

桑原公民館 ９:40～ 10:10

正近公民館 10:30～ 10:50

上富吉地区体育館 11:10～ 11:30

街区公民館 13:00～ 13:20

西向原公民館 13:40～ 14:20

下富吉地区体育館 14:40～ 15:20

5月31日㈬

川内公民館 ９:00～ ９:20

前方公民館 ９:40～ 10:00

山之口総合支所車庫前 10:30～ 11:30

6月4日㈰ 山之口総合支所 10:30～ 11:20

高城総合支所管内
期　日 場　所 時　間

4月18日㈫

雀ヶ野公民館 ９:30～ ９:50

高城地区公民館四家分館 10:10～ 10:30

第18自治公民館 10:50～ 11:10

七瀬谷公民館 11:30～ 11:50

市野々公民館 13:30～ 13:50

田辺公民館 14:10～ 14:30

高城総合支所管内
期　日 場　所 時　間

4月19日㈬

上星原公民館 ９:30～ 10:00

下星原公民館 10:20～ 10:50

雁寺・八久保公民館 11:10～ 11:40

西久保公民館 13:00～ 13:30

豊広公民館 13:50～ 14:20

高城農村改善センター 14:40～ 15:10

4月20日㈭

第12自治公民館 ９:00～ ９:30

第11自治公民館 ９:50～ 10:20

石山体育センター 10:40～ 11:10

第９自治公民館 11:30～ 12:00

高城ふれあい武道館 13:30～ 14:00

勤労青少年ホーム 14:20～ 14:50

横原地区コミュニティセンタ－ 15:10～ 15:40

4月21日㈮

第３自治公民館 ９:30～ 10:00

高城原ふれあいスポーツ館 10:20～ 10:50

第１自治公民館 11:10～ 11:40

第２自治公民館 13:30～ 14:00

高城総合支所 14:20～ 15:00

4月30日㈰ 高城総合支所 10:40～ 11:40

山田総合支所管内
期　日 場　所 時　間

6月1日㈭

和田上自治公民館 ９:30～ 10:00

田中自治公民館 10:20～ 10:50

毘砂丸自治公民館 11:10～ 11:40

牛谷自治公民館 13:00～ 13:30

瀬茅自治公民館 13:50～ 14:20

万ヶ塚自治公民館 14:40～ 15:10

6月2日㈮

石風呂自治公民館 ９:30～ 10:00

平山自治公民館 10:20～ 10:50

中村自治公民館 11:10～ 11:40

山田体育館前 13:00～ 13:30

脇之馬場自治公民館 13:50～ 14:20

大古川自治公民館 14:40～ 15:10

6月4日㈰ 山田総合支所 ９:00～ ９:50

6月6日㈫

上是位川内自治公民館 ９:30～ 10:00

下是位川内自治公民館 10:20～ 10:50

浜之段自治公民館 11:10～ 11:40

長谷自治公民館 13:00～ 13:30

竹脇自治公民館 13:50～ 14:20

谷頭ニ自治公民館 14:40～ 15:10

山田総合支所管内
期　日 場　所 時　間

6月7日㈬

北田自治公民館 ９:00～ ９:20

古江自治公民館 ９:40～ 10:10

山内ニ自治公民館 10:30～ 11:00

谷頭五自治公民館 11:20～ 12:00

谷頭トレーニングセンター 13:20～ 14:00

谷頭一自治公民館 14:20～ 14:50

谷頭九自治公民館 15:10～ 15:30

高崎総合支所管内
期　日 場　所 時　間

4月25日㈫

蔵元自治公民館 ９:10～ ９:35

三和自治公民館 ９:55～ 10:20

共和自治公民館 10:40～ 11:05

横谷自治公民館 11:25～ 11:50

笛ヶ水教育集会所 13:20～ 13:40

後平自治公民館 14:00～ 14:20

炭床自治公民館 14:50～ 15:10

鵜戸自治公民館 15:30～ 15:45

4月26日㈬

荒場自治公民館 ９:10～ ９:40

上勢西自治公民館 10:00～ 10:20

東霧島地区多目的集会所 10:40～ 11:10

東自治公民館 11:30～ 11:50

高崎福祉保健センター 13:10～ 13:40

高坂自治公民館 14:00～ 14:25

鍋自治公民館 14:45～ 15:05

塚原自治公民館 15:25～ 15:45

4月27日㈭

田平自治公民館 ９:10～ ９:30

栢木自治公民館 ９:50～ 10:10

町倉自治公民館 10:30～ 11:00

谷川自治公民館 11:20～ 11:40

栗巣自治公民館 13:10～ 13:30

迫間自治公民館 13:50～ 14:10

山神原自治公民館 14:30～ 14:50

野平自治公民館 15:10～ 15:30

4月28日㈮

木下自治公民館 ９:10～ ９:40

吉村自治公民館 10:00～ 10:30

中轟自治公民館 10:50～ 11:10

小牧自治公民館 11:30～ 11:50

権堀牛繋留所 13:10～ 13:25

牟礼水流自治公民館 13:45～ 14:05

原村自治公民館 14:25～ 14:55

高崎総合支所東側駐車場 15:15～ 15:35

4月30日㈰ 高崎総合支所 ９:00～ 10:00
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まちの話題

や
さ
し
い
体
操
、は
じ
け
る
笑
顔

　

市
民
が
自
主
的
に
介
護
予
防
に
取
り

組
む
体
操
教
室「
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ

く
り
講
座
」の
交
流
会
が
１
月
17
日
、総

合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
自
治
公
民
館
な
ど
か
ら
、約
千

人
が
参
加
。最
高
齢
者
や
皆
勤
者
に
対

し
て
、市
長
が
表
彰
状
を
授
与
し
た
後
、

講
演
や
各
地
区
の
取
り
組
み
の
紹
介
が

行
わ
れ
ま
し
た
。今
屋（
菓
子
野
町
）地

区
の
発
表
で
は
、来
場
者
ら
も
一
緒
に

体
操
を
し
た
り
、谷
川（
高
崎
町
前
田
）・

若
葉
地
区
は
、「
ボ
ケ
な
い
小
唄
」に
合

わ
せ
て
、体
を
動
か
す
踊
り
を
披
露
し

た
り
す
る
な
ど
、会
場
は
笑
顔
と
熱
気

が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

噴
火
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い

新
燃
岳
の
爆
発
的
噴
火
が
発
生
し
た

１
月
26
日
に
合
わ
せ
て
、
西
岳
地
区
防

災
研
修
会
が
西
岳
小
学
校
体
育
館
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。災
害

の
記
憶
の
風
化
を
防
ぎ
、
防
災
意
識
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。地
区
住

民
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
当
時
の

様
子
や
避
難
状
況
な
ど
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
日
頃
の
備
え
の
大
切
さ
を
再
確

認
し
ま
し
た
。ま
た
、
鹿
児
島
大
学
の

井
村
隆り

ゅ
う
す
け介
准
教
授
が
、
噴
火
か
ら
学

ぶ
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
講
演
。「
噴
火

は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。注
意

を
怠
ら
ず
、
万
全
の
備
え
を
し
て
お
く

こ
と
が
大
事
」と
促
し
て
い
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
本
約
１
万
冊
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
児
童
書
や
文
学
書
な

ど
を
来
場
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る「
図
書
ふ

れ
あ
い
広
場
」
が
１
月
29
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス

交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。目
当
て

の
本
を
探
し
に
、約
９
０
０
人
が
来
場
。守も

り
や
ま山

由
美
子
さ
ん（
南
横
市
町
）
は「
読
ま
れ
な
く

な
っ
た
本
も
、
新
し
い
読
み
手
に
渡
る
良
い

イ
ベ
ン
ト
」
と
ほ
ほ
笑
ん
で
い
ま
し
た
。

真
心
込
め
た
道
路
清
掃

南
九
州
駅
伝
競
争
大
会
を
翌
日
に
控
え
た

2
月
4
日
、
コ
ー
ス
沿
線
の
清
掃
活
動
が
志

和
池
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。選
手
ら
に
気

持
ち
よ
く
走
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
志
和
池
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
企

画
。ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
や
高
齢
者
ク

ラ
ブ
の
会
員
ら
地
域
住
民
45
人
が
、
約
４
㌔

の
区
間
の
ご
み
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

寒
空
の
下
、軽
快
に
駆
け
抜
け
る

え
び
の
市
を
ス
タ
ー
ト
し
、
小
林
市
や
高

原
町
、
そ
し
て
本
市
ま
で
の
７
区
間
61
・
３

㌔
を
駆
け
抜
け
る
第
71
回
南
九
州
駅
伝
競

走
大
会
が
、
２
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
７
チ
ー
ム
を
含
む
48
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト

リ
ー
。強
豪
チ
ー
ム
が
ひ
し
め
く
中
、国
分
自

衛
隊
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
市
内
チ
ー
ム
で
は
、

都
城
工
業
高
校
が
25
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

1

こけないからだづくり講座大交流会

1

西岳地区防災研修会

1

南九州駅伝競走大会
1

志和池まち協・清掃活動

1

図書ふれあい広場
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一
緒
に
作
る
ふ
わ
ふ
わ
豆
腐

高
校
生
と
小
学
生
が
豆
腐
作
り
を
体

験
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
授
業
が
、

１
月
30
日
か
ら
２
月
２
日
に
か
け
て
、

都
城
農
業
高
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。今

年
で
19
回
目
と
な
る
こ
の
取
り
組
み
。

農
業
科
の
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
種
を

ま
き
育
て
た
大
豆
を
使
っ
て
、
豆
腐
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。食
品
科
学
科
の

生
徒
ら
が
、祝
吉
小
学
校
の
５
年
生
に
、

温
度
管
理
や
豆
乳
に
に
が
り
を
入
れ
て

豆
腐
に
す
る
過
程
な
ど
を
説
明
。石
井

瑞み
ず
き樹

く
ん
は「
最
初
は
緊
張
し
た
け
れ

ど
、
豆
腐
作
り
を
通
し
て
高
校
生
と
話

す
こ
と
が
で
き
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

愛
情
詰
ま
っ
た
あ
っ
た
か
い
リ
ン
ク

　

毎
年
恒
例
の
吉
之
元
小
学
校
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
教
室
が
１
月
24
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。全
児
童
７
人
が
参
加
。前
夜

の
氷
点
下
６
度
の
冷
え
込
み
の
中
、
保

護
者
と
教
師
が
交
代
で
夜
通
し
水
を
ま

き
、
厚
さ
１
センチ
の
氷
の
リ
ン
ク
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。学
校
林
を
売
却
し
た
益

金
で
、
ス
ケ
ー
ト
靴
も
新
調
し
た
児
童

ら
。下
級
生
は
勢
い
よ
く
転
ん
だ
り
、

上
級
生
は
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
り
し
な

が
ら
、初
滑
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

谷
口
美
沙
樹
さ
ん（
１
年
）は「
初
め
て

滑
っ
た
の
で
、
立
つ
だ
け
で
精
一
杯
。

も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
」と
息
を
弾

ま
せ
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
み
や
こ
の
じ
ょ
う

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
や
、
実
業
団
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
が
１
月
下
旬
か
ら
２
月

に
か
け
て
、
高
城
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。第
一
線
で

活
躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
プ
レ
ー
を
一
目
見
よ
う
と
、会

場
に
は
連
日
多
く
の
家
族
連
れ
ら
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。期

間
中
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
も
キ
ャ
ン
プ
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
。２
月
８
日
に
は
、「
肉

の
ふ
る
さ
と
都
城
」
に
ち
な
ん
で
、
選
手
ら
に
牛
丼
や
豚
汁
、
鶏
の
炭
火
焼
き
の
振

る
舞
い
を
実
施
。練
習
で
疲
れ
た
選
手
ら
を
元
気
付
け
て
い
ま
し
た
。

1

農業高校・祝吉小学校交流授業

1

吉之元小学校アイススケート教室

1

選手らへの豚汁などの振る舞い
1

Ｊリーグキャンプ

1

実業団女子ソフトボールキャンプ
1

FC東京サッカークリニック
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の
風
景

２
０
１
７
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

冬
季
世
界
大
会（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ
ン
グ　

日
本
代
表

有
川　

翔
し
ょ
う　

さ
ん

好
奇
心
が
開
い
た
世
界
へ
の
扉

　

市
内
の
公
園
で
、競
技
用
か
ん
じ
き「
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
」
を
着
け
、
仲
間
た
ち
と
一

心
に
走
り
込
ん
で
い
る
の
が
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
で
３
月
18
日
㈯
か
ら
開
催
さ
れ
る

「
２
０
１
７
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
冬
季
世
界
大
会
」
に
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

イ
ン
グ
日
本
代
表
と
し
て
初
出
場
す
る
有

川
翔
さ
ん
（
梅
北
町
）
で
す
。

　

有
川
さ
ん
は
、
昨
年
２
月
に
新
潟
県
で

開
催
さ
れ
た
国
内
大
会
で
優
勝
し
、
日
本

代
表
に
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
と
は
、

知
的
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
に
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
場
や
成
果
を
披
露
す
る

場
を
提
供
し
、
社
会
参
加
を
応
援
す
る

国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
組
織
で
、
日
本
で
は

１
９
９
４
年
に
設
立
。
今
回
の
オ
ー
ス
ト

リ
ア
大
会
に
は
、
１
１
０
カ
国
か
ら
３
千

人
の
ア
ス
リ
ー
ト
や
４
千
人
を
超
え
る

コ
ー
チ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
す
る
予

定
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
好
奇
心
旺
盛
だ
っ
た

有
川
さ
ん
。
高
校
生
の
頃
「
30
分
間
走
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
一
緒
に
青
島
太
平

洋
マ
ラ
ソ
ン
に
出
よ
う
」
と
先
生
に
誘
わ

れ
て
練
習
を
重
ね
、
３
年
生
の
冬
、
３
㌔

の
部
を
見
事
完
走
し
、
走
る
喜
び
を
味
わ

い
ま
し
た
。母
親
の
美
智
子
さ
ん
は
「
ゆ
っ

く
り
し
た
足
取
り
だ
っ
た
が
、
完
走
で
き

て
満
足
そ
う
だ
っ
た
。
走
る
の
が
楽
し
い

よ
う
で
、
今
で
も
県
の
障
が
い
者
福
祉
大

会
の
１
５
０
０
ｍ
に
出
場
し
て
い
る
」
と

目
を
細
め
ま
す
。

　

有
川
さ
ん
が
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ
ン
グ
に

出
会
っ
た
の
は
二
十
歳
の
と
き
。
作
業
所

の
先
輩
に
「
楽
し
い
か
ら
、
一
緒
に
や
ろ

う
」
と
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
メ

キ
メ
キ
と
競
技
の
腕
前
を
上
げ
ま
し
た
。

親
元
を
離
れ
参
加
し
た
新
潟
大
会
で
は
、

不
慣
れ
な
雪
を
も
ろ
と
も
せ
ず
、
雪
の
な

い
都
城
で
の
練
習
の
成
果
を
十
二
分
に
発

揮
し
、
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
国
内
合
宿
で
は
、
両
親
の
心

配
を
よ
そ
に
、
初
め
て
会
う
コ
ー
チ
な
ど

と
大
好
き
な
歴
史
や
地
理
の
話
を
し
な
が

ら
、信
頼
関
係
を
深
め
て
き
た
有
川
さ
ん
。

間
近
に
迫
っ
た
世
界
大
会
で
は
「
金
メ
ダ

ル
を
取
り
た
い
」
と
、
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。
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◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3174

　卵には、タンパク質やカルシウム、鉄などの栄養素が
豊富に含まれています。また、人の体内で作ることがで
きない８種類の必須アミノ酸をバランス良く含んでい
て、免疫力をアップしてくれます。

盆地生まれの元気をいただきます！

※一人分543Kcal、塩分2.8g

一日に５皿の
野菜料理を食べよう！

おひなさま
寿司

　
市
外
の
人
材
を
活
用
し
、
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

制
度
。今
回
は
、
高
崎
地
区
で
地
域

の
活
性
化
や
移
住
・
定
住
、婚
活
支

援
に
取
り
組
む
大
原
千
佐
子
さ
ん

の
奮
闘
ぶ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

充
実
し
た
活
動
の
日
々

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
と

し
て
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
２
年

３
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
助

け
ら
れ
な
が
ら
、
仕
事
は
も
ち
ろ

ん
子
育
て
や
余
暇
な
ど
、
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
高
崎
地
区
内
の
空
き

家
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
市

が
開
設
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
活
用
し

な
が
ら
、
空
き
家
を
解
消
し
た
い

人
と
高
崎
地
区
に
住
み
た
い
人
と

の
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

隊
員
と
し
て
の
任
期
は
残
り
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
私
が
こ

れ
ま
で
体
験
し
て
き
た
高
崎
町

の
自
然
と
食
の
豊
か
さ
や
、
地
域

の
人
た
ち
の
温
か
さ
な
ど
を
、
一

人
で
も
多
く
の
市
外
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
、
高
崎
地
区
へ
の

移
住
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

新
し
い
自
分
と
の
出
会
い

　

協
力
隊
の
仕
事
に
出
会
い
、
充
実

し
た
毎
日
を
過
ご
す
一
方
で
、
不
安

を
感
じ
て
い
た
の
が
、
都
城
で
の
友

達
づ
く
り
で
し
た
。
し
か
し
、
子
ど

も
の
通
う
保
育
園
の
お
母
さ
ん
が
主

催
す
る
ヨ
ガ
教
室
に
参
加
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
た
く
さ
ん
の
友
達

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
室
に
通
う
う
ち
に
、
友

達
と
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
交
換
す
る

よ
う
に
な
り
、そ
れ
ま
で
自
分
に
と
っ

て
不
要
な
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
た
、

お
し
ゃ
れ
や
美
容
、
食
に
つ
い
て
も

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
価
値
観
の
変
化
や
、

新
し
い
自
分
を
発
見
で
き
た
こ
と
は
、

高
崎
町
で
生
活
を
始
め
て
か
ら
の「
一

番
の
驚
き
」
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

Vol.7

● 材料（２セット４人分）
米…………… 2.5カップ
ゴボウ………………40g
ニンジン……………40ｇ
干しシイタケ………１枚
　だし汁………１カップ
　砂糖………………大２
　薄口しょうゆ……大２
　酢…………………大４
　砂糖………………30ｇ
　塩………………小1/2

● 下準備
ゴボウはささがき、ニンジンは２cmの千切り、シイ
タケは水でもどして千切りにする

● 作り方
　①�下準備した野菜を鍋に入れ、Aとシイタケの戻し汁

を入れ、煮汁がなくなるまで煮詰める
　②�Bを鍋で人肌に温め、ご飯に混ぜて酢飯を作る。酢

飯に①の具を入れ、８個の三角おむすびを作る
　③Ｃを混ぜ合わせ、８枚の薄焼き卵を作る
　④�ウズラの卵にＤで顔を作り、ようじに刺す。薄焼き卵

を半分に折り、おむすびに巻いたら、胸元あたりの位
置に、ようじでかまぼことキュウリを止める

　卵……………………６個
　砂糖………………… 小１
　塩……………………小2/5
　片栗粉・水…………各小１
赤かまぼこ……………４切れ
キュウリ………………４枚
　ウズラの卵……８個（顔）
　焼きのり………少 （々髪）
　黒ゴマ…………少 （々目）
　紅しょうが……少 （々口）

Ｄ

Ｃ

A

B
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭

都
城
市
予
選
会
出
場
者

　

６
月
に
開
催
さ
れ
る
県
民
総
合
ス
ポ
ー

ツ
祭
の
、本
市
代
表
選
考
会
を
行
い
ま
す
。

【
ペ
タ
ン
ク
】

●
日
時　

３
月
25
日
㈯　

９
時
～

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
平
山
コ
ー
ト
（
高
木

町
）　

３
月
15
日
㈬
ま
で
に
都
城
市
ペ
タ

ン
ク
協
会
（
平
山
）　

☎
38

－

４
５
３
１

【
ク
レ
ー
射
撃
】

●
日
時　

４
月
２
日
㈰　

10
時
～

●
場
所　

日
南
ク
レ
ー
射
撃
場
（
日
南
市

北
郷
町
）

　

３
月
31
日
㈮
ま
で
に
都
城
ク
レ
ー

射
撃
同
好
会
（
水
久
保
）

☎
０
８
０

－

５
２
７
２

－

３
５
２
２

【
陸
上
競
技
】

●
日
時　

４
月
９
日
㈰　

９
時
～

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
種
目

【
男
子
】　

１
０
０
㍍
、
２
０
０
㍍
、

１
５
０
０
㍍
、
３
０
０
０
㍍
、
５
０
０
０

㍍
、
走
り
高
跳
び
、
走
り
幅
跳
び
、
砲
丸

投
げ
、
円
盤
投
げ

【
女
子
】　

１
０
０
㍍
、
２
０
０
㍍
、

１
５
０
０
㍍
、
走
り
高
跳
び
、
走
り
幅
跳

び
、
砲
丸
投
げ
、
円
盤
投
げ

●
年
齢
区
分　

29
歳
以
下
、
30
～
34
歳
、

35
～
39
歳
、
40
～
44
歳
、
45
～
49
歳
、
50

～
54
歳
、
55
～
59
歳
、
60
～
64
歳
、
65
～

69
歳
、
70
～
74
歳
、
75
～
79
歳
、
80
歳
以

上※
女
子
の
部
は
65
歳
以
上
ま
で

　

３
月
31
日
㈮
ま
で
に
都
城
市
陸
上

競
技
協
会
（
田
爪
）

☎
０
９
０

－

８
３
５
２

－

８
９
２
５

fukyu@
m
iyariku.org

【
ミ
ニ
テ
ニ
ス
】

●
日
時　

４
月
９
日
㈰　

９
時
～

●
場
所　

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

　

３
月
25
日
㈯
ま
で
に
都
城
ミ
ニ
テ

ニ
ス
協
会
（
田
村
）
☎
24

－
３
２
３
２

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

●
日
時　

４
月
16
日
㈰　

８
時
30
分
～

●
場
所　

母
智
丘
公
園
多
目
的
広
場

　

４
月
12
日
㈬
ま
で
に
電
話
連
絡
し
、

監
督
会
議
に
参
加

都
城
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
釘
崎
）

☎
０
９
０

－

２
０
９
６

－

８
２
４
７

庄
内
川
堤
防
に
こ
い
の
ぼ
り

を
掲
揚
し
ま
せ
ん
か

　

庄
内
川
に
、
名
前
入
り
の
こ
い
の
ぼ
り

を
掲
揚
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
間　

４
月
10
日
㈪
～
５
月
13
日
㈯

●
場
所　

庄
内
川
堤
防（
庄
内
橋
下
流
側
）

●
費
用　

１
匹
当
た
り
４
千
円

●
そ
の
他　

不
用
に
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り

（
３
㍍
限
定
）
の
寄
贈
も
受
け
付
け
ま
す

　

４
月
７
日

㈮
ま
で
に
荘
内
商

工
会

☎
37

－

０
０
２
４

都
城
市
奨
学
生

●
対
象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

①�

奨
学
金
の
貸
与
申
請
の
提
出
期
限
日
に

お
い
て
、
保
護
者
が
２
年
以
上
市
内
に

居
住
し
て
い
る
人

②�

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
校
、
中
等

教
育
学
校
（
後
期
課
程
）、高
専
、大
学
、

短
大
、
専
修
学
校
（
高
等
課
程
ま
た
は

専
門
課
程
）
に
在
学
す
る
人

※
通
信
制
・
定
時
制
課
程
は
除
く

③�

学
資
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

人
④�

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
生
（
専
門
課

程
）
は
、
都
城
育
英
会
か
ら
奨
学
金
の

貸
与
を
受
け
て
い
な
い
人

※
併
願
は
可

●
無
利
子
貸
与
額
・
採
用
予
定
人
数

高
校
・
高
専
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）・

専
修
学
校
の
高
等
課
程
生

月
額
１
万
円
・
30
人

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
の
専
門
課
程
生

月
額
２
万
５
千
円
・
19
人

●
提
出
書
類　

奨
学
金
貸
与
申
請
書
、
奨

学
生
推
薦
調
書
、
在
学
証
明
書
、
平
成
28

年
分
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類
な
ど

●
申
請
書
配
布
場
所　

学
校
教
育
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
、
市
内
の
各
中
学
校
、
市
内
・
三

股
町
内
の
各
高
等
学
校

　

４
月
３
日
㈪
～
12
日
㈬
に
学
校
教

育
課　

☎
23

－

２
１
６
１
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都
城
育
英
会
奨
学
生

●
対
象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

①�
市
ま
た
は
三
股
町
出
身
で
、
保
護
者
が

市
ま
た
は
三
股
町
に
居
住
し
て
い
る
人

②�

平
成
29
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
ま
た
は
短
期
大
学
、
専
修
学

校
の
専
門
課
程
に
進
学
す
る
人

※
通
信
制
・
定
時
制
課
程
は
除
く

③�

学
業
・
人
物
と
も
に
優
秀
か
つ
健
康
で
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
人

●
募
集
人
数　

30
人

●
貸
与
額　

月
額
３
万
円（
無
利
子
貸
与
）

●
申
請
書
配
布
場
所　

学
校
教
育
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
、
三
股
町
役
場
教
育
課
、
市
内
・

三
股
町
内
の
各
高
等
学
校

　

４
月
３
日
㈪
～
12
日
㈬
に
都
城
育

英
会
事
務
局
（
学
校
教
育
課
内
）

☎
25

－

８
５
４
５

山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

●
日
時　

３
月
19
日
㈰　

14
時
開
演

●
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

娘
手
踊
り
（
お
伊
勢
参
り
）、

出
世
景
清
（
大
仏
殿
普
請
の
段
、
阿
古
屋

住
家
の
段
）、
間あ

い

狂
言
（
東

ひ
が
し
だ
け
の
し
し
が
り

岳
猪
狩
）

●
そ
の
他　

麓
小
学
校
５
・
６
年
生
が
、

出
世
景
清
（
大
仏
殿
普
請
の
段
）
を
披
露

し
ま
す

　

山
之
口
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　

☎
57

－
３
１
１
１

都
城
弓
ま
つ
り
全
国
弓
道
大
会

　

今
年
で
30
回
目
を
迎
え
る
都
城
弓
ま
つ

り
全
国
弓
道
大
会
。
国
の
伝
統
的
工
芸
品

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
都
城
大
弓
」
の
産

地
で
あ
る
都
城
を
舞
台
に
、
選
手
た
ち
の

真
剣
勝
負
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
程

中
学
・
高
校
生
の
部　

３
月
25
日
㈯

一
般
の
部　

３
月
26
日
㈰

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　

都
城
観
光
協
会　

☎
23

－

２
４
６
０

　「日本さくら名所100選」にも選ばれた母智丘公園
の桜まつり。期間中は、開花状況や天候を見ながら、
ライトアップ（日没～21時まで）を実施します。

　都城観光協会　☎23-2460

●日程　３月24日㈮～４月２日㈰
※ステージイベントなどは3月25日㈯・26日㈰
●場所　母智丘公園
●関連イベント

【母智丘神社の鈴を鳴らせ！　さくら福男・さくら福女】
●日時　3月25日㈯　
福女の部：10時50分～　福男の部：11時30分～
※小雨決行

【こどもさくらスケッチ大会 in もちお】
●日時　３月24日㈮～４月２日㈰
※桜まつり臨時案内所で受け付け。雨天時は中止
●テーマ　母智丘公園の桜
●対象　小学６年生までの児童
※未就学児は、保護者または引率者要同伴

【もちお公園スタンプラリー】
●日時　3月26日㈰　10時～
●受付場所　桜並木入口横
●定員　200人　※申し込み順

【観光写真コンテスト】
●日程　３月24日㈮～
４月２日㈰
※�桜まつり臨時案内所
で随時受け付け
●テーマ　もちお桜ま
つりの様子や、公園内
の桜

都城もちお桜まつり
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

詳
し
く
は
各
法
人
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
】

　

認
知
症
の
人
や
家
族
の
ほ
か
、
誰
で
も

気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
。
交
流
し
な
が
ら
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
ま
す
。

●
日
時　

毎
週
水
・
金
曜
日　

10
時
～
15
時

●
場
所　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ

ょ
（
都
北
町
５
５
３
１
番
地
）

●
費
用　

昼
食　

３
０
０
円

お
や
つ
・
飲
み
物　

２
０
０
円

※
初
め
て
利
用
す
る
人
の
み
要
申
し
込
み

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ

（
前
田
）　

☎
38

－

５
０
８
９

【
子
育
て
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
】

●
日
時　

３
月
10
日
㈮

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
ミ
キ
（
郡
元
町

２
７
０
０
番
地
）

●
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
母
親

●
定
員　

10
組　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

千
円
（
食
事
代
含
む
。
食
事
が

必
要
な
子
ど
も
は
別
途
２
０
０
円
）

【
春
ヨ
ガ
～
木
の
温
も
り
に
包
ま
れ
て
～
】

●
日
時　

３
月
12
日
㈰　

８
時
～
９
時

●
場
所　

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー（
早
鈴
町
）

●
費
用　

５
０
０
円

※�

申
し
込
み
不
要
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参

毎月第３日曜日は「家庭の日」

【
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
】

●
日
時　

３
月
15
日
㈬　

14
時
～
15
時

●
場
所　

宮
丸
こ
ど
も
園

●
費
用　

５
０
０
円

※�

要
申
し
込
み
。
飲
み
物
を
持
参

【
産
後
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
～
子
ど
も
の
体
重

を
負
荷
に
～
】

●
日
時　

３
月
21
日
㈫

　
　
　
　

13
時
～
13
時
50
分

●
場
所　

ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
ミ
キ
（
郡
元
町

２
７
０
０
番
地
）

●
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
母
親

●
費
用　

千
円

※�

要
申
し
込
み
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ

ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
を
持
参

【
青
空
ヨ
ガ
～
春
の
風
を
感
じ
な
が
ら
～
】

●
日
時　

４
月
９
日
㈰　

７
時
～
８
時

●
場
所　

神
柱
公
園

※�

雨
天
時
は
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー（
早
鈴
町
）

●
費
用　

５
０
０
円

※�

申
し
込
み
不
要
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参

　

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

－

２
５
１
９

－

６
２
８
２

【
婚
活
お
し
ゃ
べ
り
会
】

●
日
時　

３
月
10
日
㈮
・
16
日
㈭
・
23
日

㈭　

19
時
～
22
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル　

創
作
室

●
費
用　

５
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

●
そ
の
他　

会
員
制
（
３
カ
月
３
千
円
）

【
子
ど
も
の
婚
活　

親
の
相
談
会（
無
料
）】

●
日
時　

３
月
19
日
㈰　

14
時
～
16
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル　

ワ
ー
ク
ル

ー
ム

※�

免
許
証
の
コ
ピ
ー
と
は
が
き
サ
イ
ズ
の

顔
写
真
を
持
参

【
婚
活
支
援　

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

●
日
時　

３
月
31
日
㈮　

19
時
30
分
～

●
場
所　

ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
都
城
店
（
三
股

町
樺
山
）

●
費
用　

実
費

　

婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む（
黒
木
）

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

【
田
舎
暮
ら
し
・
都
城
ま
る
ご
と
体
験
】

●
日
程　

３
月
18
日
㈯
～
20
日
㈪

※
18
日
㈯　

13
時
に
Ｊ
Ｒ
都
城
駅
集
合

●
場
所　

山
之
口
町
内
各
所

●
費
用　

９
千
円

※
３
歳
以
下
は
無
料
。
要
申
し
込
み

　

田
舎
暮
ら
し
み
や
ざ
き
生
活
応
援

団
（
中
野
）　

☎
57

－

２
０
１
６

熱
気
球
学
生
選
手
権
大
会

　

全
国
12
の
大
学
、
14
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
、
熱
気
球
の
全
日
本
大
学
選
手
権
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
18
日
㈯
～
20
日
㈪

　
　
　
　

６
時
30
分
～
10
時
30
分

※
荒
天
時
は
中
止
の
場
合
あ
り

●
場
所　

志
和
池
市
民
広
場
周
辺
河
川
敷

【
熱
気
球
搭
乗
体
験
】

●
日
時　

３
月
19
日
㈰　

16
時
～
18
時

●
場
所　

沖
水
川
河
川
敷（
霧
島
酒
造
北

側
）

※�

当
日
申
し
込
み
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り

　

同
大
会
実
行
員
会
（
白は

く
ぎ
ん銀
）

　
　

☎
０
８
０

－

３
０
３
１

－

４
２
４
７
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� 　元々、農協の組合員や
友達と味噌を作って、道
の駅山之口で販売してい
ました。自分で加工場を
持ちたいと思い、一昨年
の夏頃、市の補助事業を
活用して自宅に整備。自
分で育てた米や野菜を

使って、甘酒や漬物、ドレッシングなどを作
り、道の駅などで販売しています。
　野菜を売るだけではあまり利益になりませ
んが、加工品にすることで利益が大きくな
ります。野菜を使った保存期間が長い加工品
をどうやって作るか、
あれこれ考えながら
作っています。これ
からも、楽しみなが
ら６次産業化に取り
組みたいですね。

6次化だより
６次産業化に取り組む
事業者を紹介します。

厚ちゃんファーム

松元　厚子さん

ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
植
樹
会

●
日
時　

３
月
19
日
㈰　

９
時
40
分
～

●
場
所　

宮
崎
市
高
岡
町
小
山
田
地
区　

宮
崎
市
市
有
林

※
要
申
し
込
み
。
株
券
購
入
者
の
み
参
加

で
き
ま
す
。
株
券
（
１
株
５
０
０
円
）
は

当
日
購
入
可

　

ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
を
つ

く
る
会　

☎
57

－

５
２
２
８

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
池
坊
都
城
市
支
部　

花
展
（
無
料
）】

●
日
時　

３
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
17
時

※
26
日
㈰
は
16
時
ま
で

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

華
道
家
元
池
坊
都
城
市
支
部
（
中
島
）

　
　

☎
76

－

３
２
１
６

【
都
城
市
民
劇
場
第
１
１
３
回
例
会　

青

年
劇
場
公
演
「
島
」】

●
日
時　

４
月
３
日
㈪　

18
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
そ
の
他　

会
員
制
。
当
日
入
会
可

　

都
城
市
民
劇
場
（
三
田
）

　
　

☎
21

－

８
０
８
２

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
す
方
言
」（
無
料
）

　

十
文
字
学
園
女
子
大
学
の
松
永
修
一
教

授
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
都

城
・
諸
県
弁
の
素
晴
ら
し
さ
を
見
直
し
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
生
か
し
方
を
考
え
ま

す
。

●
日
時　

３
月
25
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

中
学
生
以
上
の
市
民

　

十
文
字
学
園
女
子
大
学
（
松
永
）

☎
０
９
０

－

５
５
２
１

－

０
６
４
２

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
（
無
料
）

　

体
験
実
習
や
卒
業
生
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
進
路
や
職
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
25
日
㈯　

10
時
～
13
時

●
場
所　

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ（
吉
尾
町
）

●
対
象　

高
校
１
・
２
年
生

　

３
月
24
日
㈮
ま
で
に
都
城
コ
ア
カ

レ
ッ
ジ　

☎
38

－

４
８
１
１

図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
都
城
市
立
図
書
館
】

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

●
日
時　

３
月
23
日
㈭　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

●
日
時　

４
月
８
日
㈯　

14
時
30
分
～

●
内
容　

花
さ
か
じ
い
さ
ん　

ほ
か

　

市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

【
高
城
図
書
館
】

春
の
ト
ン
ト
ン
シ
ア
タ
ー（
ア
ニ
メ
映
写
会
）

●
日
時　

３
月
18
日
㈯　

　
　
　
　

①
11
時
～　

②
14
時
～

※
入
場
無
料
。
申
し
込
み
不
要

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
日
時　

３
月
25
日
㈯　

11
時
～

え
ほ
ん
侍
、
参
上
！

●
日
時　

４
月
15
日
㈯　

11
時
～

　

高
城
図
書
館　

☎
58

－

４
２
２
４
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

５
人
以
上
で
開
催
。

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
教
材
費
・
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所

ハ
ー
ブ
教
室

毎
月
第
３
水
曜
日　

13
時
～
15
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
教
室

※ 

玄
米
や
雑
穀
を
主
食
と
し
た
野
菜
中
心

の
料
理
法

①
毎
月
第
３
金
曜
日　

10
時
～
12
時
30
分

②
毎
月
第
４
金
曜
日　

10
時
～
12
時
30
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

3
／
22
㈬　

10
時
～
13
時
30
分

塩
タ
マ
ネ
ギ
パ
ン
、
丸
パ
ン

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

●
定
員　

12
人

●
費
用　

２
５
０
０
円

※
材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

☎
58

－

２
０
８
８

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
は
、
転
入

者
や
転
出
者
が
多
い
た
め
、
通
常
の
窓

口
業
務
時
間
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

以
外
に
、
平
日
の
時
間
外
や
土
・
日
曜

日
に
も
本
庁
の
受
付
窓
口
を
臨
時
的
に

開
設
し
ま
す
。

●
窓
口
を
開
設
す
る
課

本
庁
の
市
民
課
、
保
険
年
金
課
、
こ
ど

も
課
、
保
育
課

※�
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ

ー
で
は
、
平
日
の
時
間
延
長
お
よ
び

土
・
日
曜
日
は
開
庁
し
ま
せ
ん

３
月
27
日
㈪
～
４
月
４
日
㈫

住
所
異
動
に
関
す
る
受
付
窓
口
を

臨
時
開
設
し
ま
す

●
手
続
き
可
能
な
期
間
・
時
間

３
月
27
日
㈪
～
４
月
４
日
㈫

◎
月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
19
時

◎
土
・
日
曜
日　

９
時
～
17
時

●
注
意　

時
間
外
や
土
・
日
曜
日
の
戸

籍
届
け
出
は
、
警
備
員
室
で
受
け
付
け

ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
校
区
外

や
区
域
外
へ
の
転
校
手
続
き
、
就
学
申

請
、
介
護
保
険
関
連
の
手
続
き
は
、
平

日
の
時
間
内
の
み
の
対
応
と
な
り
ま
す

手続きできる届け出や申請など
◆市民課	 ☎23-2128
●住所異動届の受け付け
●�各種証明書の発行、印鑑登録申請の受
け付け

◆保険年金課	 ☎23-2127 
●�住所異動に伴う国民健康保険、後期高
齢者医療の資格取得届および喪失届
の受け付け、国民年金関係届の受け付
け

◆こども課	 ☎23-2684
●�住所異動に伴う乳児医療助成、母子父子
医療助成、児童手当などの諸申請の受け
付け
●�他市町村から都城市への転入に伴う妊
婦乳児健康診査受診票、予防接種ノート
の交付

◆保育課	 ☎23-4894
●�住所異動に伴う保育所・認定こども園
の入所や退所、転園などの手続き
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INFORMATION １月〜３月は「都城教育の日」啓発推進期間です

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転

技
能
講
習

●
日
程　

４
月
20
日
㈭
～
23
日
㈰

●
場
所

学
科
：
都
城
地
区
建
設
業
協
会

実
技
：
吉
原
建
設
㈱
（
都
北
町
）

●
定
員　

80
人

●
受
講
料　

３
万
３
８
５
５
円

※
免
除
者
は
３
万
１
５
５
５
円

●
テ
キ
ス
ト
代　

１
６
４
５
円

※
会
員
は
６
４
５
円

　

宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部

　
　
　

☎
24

－

５
６
０
３

ロ
コ
モ
予
防
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

３
月
23
日
㈭　

13
時
30
分
～

●
場
所　

小
牧
病
院

●
定
員　

30
人　

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
）
予
防
体
操
、
体
力
測

定
　

小
牧
病
院

☎
０
７
０

－

４
６
９
０

－

７
９
５
５

コ
ツ
コ
ツ
取
り
組
も
う
、
骨

粗
し
ょ
う
症
（
無
料
）

●
日
時　

３
月
30
日
㈭　

　
　
　
　

13
時
40
分
～
14
時

●
場
所　

小
牧
病
院

●
定
員　

40
人　

※
申
し
込
み
不
要

●
内
容　

医
師
に
よ
る
講
話
、
理
学
療
法

士
に
よ
る
運
動
指
導

　

小
牧
病
院　

☎
24

－

１
２
１
２

ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

３
月
22
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

※�

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

●
定
員　

40
人　

※
申
し
込
み
順

●
持
参
す
る
も
の　

運
動
の
し
や
す
い
服

装
、
運
動
靴
、
飲
み
物

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

入
門
お
も
し
ろ
歴
史
講
座（
全
10
回
）

　

都
城
の
歴
史
の
基
礎
や
流
れ
を
学
び
ま

す
。

●
日
時　

４
月
～
平
成
30
年
１
月
の
毎
月

第
１
金
曜
日
、
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

都
城
島
津
伝
承
館

●
定
員　

30
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
費
用　

２
千
円

　

４
月
４
日
㈫
ま
で
に
都
城
島
津
邸

　
　
　

☎
23

－

２
１
１
６

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

②
こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）

３
月
21
日
㈫　

14
時
～
16
時

③
法
律
相
談
（
要
予
約
）

３
月
28
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

①
、
②
は
１
時
間
程
度
、

③
は
30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

子
育
て
や
虐
待
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
１
人
で
抱
え
こ
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

【
こ
ど
も
課
】　

☎
23

－

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　

☎
58

－

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　

☎
62

－

４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　

☎
22

－

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

（
24
時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５

－

78

－

３
７
３
７

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援
（
無
料
）

●
対
象　

就
職
を
目
指
す
15
歳
～
39
歳
の

無
職
の
人
と
そ
の
家
族

●
時
間　

10
時
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く

●
場
所　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
東
町
４
街
区
30
号
）

　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン　

☎
36

－

６
５
１
０
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

●
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０

－

３
９
７

－

８
６
８

●
メ
ー
ル
で
の
相
談

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

　

国
で
は
、
月
別
自
殺
者
数
の
最
も
多

い
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

自
殺
す
る
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を

抱
え
て
、
心
理
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た

結
果
「
死
」
と
い
う
悲
し
い
道
を
選
ん

で
い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
命
を
救

う
た
め
、
こ
の
機
会
に
心
の
健
康
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

後
を
絶
た
な
い
自
殺
者

　

日
本
で
は
年
間
２
万
５
千
人
が
自
ら

の
命
を
絶
っ
て
い
て
、
一
日
当
た
り
約

70
人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
人
口
10
万
人
当
た
り
の

年
間
自
殺
者
数
を
示
す
自
殺
死
亡
率

は
、
主
要
先
進
７
カ
国
で
最
も
高
く
、

ま
た
、
児
童
生
徒
を
含
む
若
年
世
代
の

自
殺
死
亡
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
の
本
市
の
自
殺
死
亡
率
は

29
・
６
人
と
な
っ
て
い
て
、
全
国
平
均

18
・
４
人
と
比
べ
て
高
い
値
に
な
っ
て

い
ま
す
。

自
殺
の
原
因
と
な
る
う
つ
病

　

自
殺
の
原
因
や
動
機
の
半
数
は
健
康

問
題
だ
と
言
わ
れ
、
そ
の
半
分
は
う
つ

病
が
背
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
に
陥
る
と
、
絶
望
感
や
孤
独
感

に
さ
い
な
ま
れ
、
生
き
る
意
欲
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
乏
し
く
な
る
た
め
、
自
殺
願
望
を

抱
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
う
つ
病
に
な
る

と
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

・
物
事
に
興
味
や
関
心
が
持
て
な
い

・
何
を
す
る
の
も
面
倒
で
、
す
ぐ
疲
れ
る

・
外
出
を
避
け
る
よ
う
に
な
る

・
何
を
し
て
も
楽
し
く
な
い
、
笑
え
な
い

・
た
く
さ
ん
眠
っ
て
も
眠
気
が
取
れ
な
い

・
食
欲
が
な
く
、
体
重
が
減
る

・
死
ん
で
し
ま
い
た
い
と
思
う

う
つ
病
を
防
ぐ
た
め
に

　

う
つ
病
は
責
任
感
が
強
く
、
真
面
目
で

仕
事
熱
心
な
人
ほ
ど
か
か
り
や
す
い
も
の

で
す
。
自
分
に
合
っ
た
「
ス
ト
レ
ス
と
の

上
手
な
付
き
合
い
方
」
を
身
に
付
け
、
う

つ
病
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・�

疲
れ
た
と
感
じ
た
ら
、
ま
ず
休
養

・
焦
ら
な
い
、
結
論
を
急
が
な
い

・�

安
易
な
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
禁
物

・
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
相
談
す
る

「
あ
い
さ
つ
＋
ひ
と
声
」
が
大
切

　

う
つ
病
を
防
ぐ
た
め
に
、
周
囲
の
人
と

日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。職
場
や
地
域
、

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

み
ん
な
で
考
え
る
心
の
健
康

家
庭
な
ど
で
も
、
日
頃
か
ら
あ
い
さ
つ

を
し
て
、
お
互
い
の
こ
と
を
気
に
掛
け

て
お
く
と
、
小
さ
な
変
化
に
も
気
付
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、あ
い
さ
つ
に
プ
ラ
ス
し
て
、

「
最
近
ど
う
？
」「
元
気
で
す
か
？
」
な

ど
、
ひ
と
声
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ

う
す
る
こ
と
で
会
話
が
生
ま
れ
、
う
つ

病
の
サ
イ
ン
に
も
早
く
気
付
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

相
談
窓
口

●
電
話
相
談

【
こ
こ
ろ
の
電
話
】

月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

【
宮
崎
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
】

水
・
金
・
日
曜
日　

20
時
～
23
時

☎
０
９
８
５

－

77

－

９
０
９
０

●
相
談
機
関

【
宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

精
神
科
医
に
よ
る
診
療
相
談
、
ス
ト
レ

ス
専
門
診
療
相
談
、
一
般
診
療
相
談
、

薬
物
関
連
診
療
相
談　

※
要
予
約

☎
０
９
８
５

－

27

－

５
６
６
３

【
都
城
保
健
所
】　

☎
23

－

４
５
０
４

【
福
祉
課
】　

☎
23

－

２
９
８
０

【
高
城
保
健
セ
ン
タ
ー
】

☎
58

－

６
８
０
０

【
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
】

☎
62

－

４
４
１
１
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INFORMATION

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
受
け
付
け
が
３

月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
会
や

自
治
公
民
館
、
運
動
ク
ラ
ブ
、
文
化
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど
４
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
で
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
し
て

万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
な
ど
に
備
え
ま

し
ょ
う
。
熱
中
症
や
突
然
死
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

加
入
依
頼
書
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
公
民

館
、
都
城
運
動
公
園
体
育
館
、
早
水
公
園

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
高
城
運
動
公
園
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　

３
月
17
日
㈮　

13
時
～
16
時

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き
（
無
料
）

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
・
妊
娠

総
合
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

●
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

●
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
専
用
電
話　

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

☎
０
９
０

－

８
９
１
２

－

５
３
３
１

【
妊
娠
総
合
相
談
】

●
日
時　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　
　

☎
23

－

４
５
０
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

３
月
16
日
㈭　

14
時
～
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所　

※
要
申
し
込
み

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

●
加
入
方
法

【
銀
行
な
ど
で
の
加
入
】

加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
指

定
銀
行
の
宮
崎
銀
行
の
窓
口
で
掛
金
と
一

緒
に
提
出

※
振
込
手
数
料
が
別
途
必
要

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
加
入
】

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ス

ポ
安
ね
っ
と
」
で
必
要
事
項
を
入
力
後
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
掛
け
金
を
支

払
い
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

加
入
区
分
は
活
動
内
容
と
年

齢
で
６
区
分
に
分
か
れ
、
掛
金
額
は
年
間

８
０
０
円
か
ら

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎
県
支
部

　
　

☎
０
９
８
５

－

55

－

３
１
３
６

子育て支援センター行事予定
◆都城市地域子育て支援センター ☎22-1659

３/15�㈬
10時～

子育て広場「フォトフレーム作り」
場所：中郷地区公民館
※要申し込み

３/22�㈬
10時～

マタニティの会
「産前産後の過ごし方・沐

もく

浴
よく

指導など」
対象：妊婦　※要申し込み

４/３�㈪
10時～

ふたごの会「ふたご以上の親子・妊婦
さんの集いの場」
対象：ふたご以上の親子・妊婦

４/10�㈪
10時～

いちごクラブ「こいのぼり製作」
対象：２歳以上の親子

◆山之口地域子育て支援センター ☎57-3298 
毎週月曜日
９時30分～

なかよし広場「遊びを楽しもう!!　絵本
や手遊び」�　対象：０、１歳

毎週木曜日
※第２を除く
９時30分～

なかよし広場「遊びを楽しもう!!　絵本
や手遊び」�　対象：２歳以上

３/15�㈬
10時～

発達・療育・あそびの日「ぐんぐん」
「子育ての悩みや発達の不安など気軽
に話しませんか？」

３/21�㈫
10時～

マタニティ class「プチプチ」
「おもちゃ作り」　材料費：300円
※裁縫セットを持参。要申し込み

◆山田地域子育て支援センター ☎64-3171
３/22�㈬
11時～ 誕生会「２月・３月生まれ」

３/24�㈮
10時30分～

お別れミニコンサート「フルート・ピ
アノ」　定員：15組　※要申し込み

４/７�㈮
10時～ 身体測定

４/14�㈮
10時～ つくって遊ぼう「こいのぼり作り」

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル ☎26-9587
３/17�㈮
10時30分～

あっこ先生のことばのへや
「言語聴覚士による言葉の相談会」

３/21�㈫
10時30分～

おでかけエンゼル「遊びの広場」
場所：イオン都城店（早鈴町）

３/22�㈬
10時30分～

おでかけエンゼル「遊びの広場」
場所：イオン都城駅前（栄町）

４/17�㈪
10時30分～

なかよしちび組
「身体測定」

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ ☎62-0027

３/21�㈫
10時～

育児講座（コモンセンスペアレント）
「子どものしつけや育児についての講
習会」　※要申し込み

３/22�㈬
10時～

ウルトラマン教室「ひかり園の先生と
一緒に遊んだりお話したりします」

４/７�㈮
10時30分～

自然豊かな高崎の春を探しに出かけま
す　※動きやすい服装で参加ください

４/11�㈫
10時30分～

センター内の畑に親子で野菜の種や苗
を植えます

１月〜３月は「都城教育の日」啓発推進期間です
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

火
災
出
動
の
状
況
と
出
火
原
因

　

平
成
28
年
の
管
内
の
火
災
件
数
は

67
件
で
、
前
年
に
比
べ
て
40
件
減
少
。

火
災
統
計
を
取
り
始
め
た
昭
和
46
年

以
降
で
最
も
火
災
が
少
な
い
年
で
し

た
。
し
か
し
、
５
人
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
を
種
別
ご
と
に
み
る
と
、
建

物
火
災
が
44
件
と
一
番
多
く
、
全
体

の
約
66
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
出
火

原
因
の
主
な
内
訳
は
、た
き
火
（
11
件
）

が
最
も
多
く
、次
い
で
こ
ん
ろ
（
８
件
、

う
ち
天
ぷ
ら
鍋
３
件
）、
た
ば
こ
・
取

　

昨
年
一
年
間
の
火
災
発
生
や
、救
急
出
動
の
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。安
心
・

安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
防
火
や
防
災
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

消
防
局
総
務
課　

☎
22

－

８
８
８
２

灰
（
残
火
）・
放
火
（
各
３
件
）
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

屋
外
焼
却
な
ど
の
た
き
火
は
、
風
が

強
い
日
や
、
軒
先
で
紙
を
燃
や
し
た
際

な
ど
に
、
延
焼
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
大
変
危
険
で
す
。
ご
み
は
ル
ー
ル
を

守
っ
て
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
天
ぷ
ら
鍋
を
火
に
か
け
た
ま

ま
台
所
を
離
れ
な
い
、
寝
た
ば
こ
を
し

な
い
、
就
寝
前
や
外
出
の
際
は
必
ず
火

の
始
末
と
確
認
を
す
る
な
ど
、
日
頃
か

ら
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
28
年
消
防
統
計
か
ら

日
頃
か
ら
火
災
や
救
急
に
備
え
ま
し
ょ
う

救
急
出
動
の
状
況

　

救
急
出
動
件
数
は
８
３
６
５
件
で
、前

年
に
比
べ
て
30
件
増
加
で
過
去
最
高
。１

日
に
約
23
件
出
動
し
て
い
る
計
算
に
な

り
、最
も
多
い
の
が
、急
病
４
８
９
５
件

で
全
体
の
59
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
は
、
緊
急
性
の
高
い
傷
病
者

が
利
用
す
る
も
の
で
す
。
症
状
が
軽
い

場
合
や
、
緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院

に
行
け
る
場
合
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
胸
の
中
心
が
締
め
付
け
ら

れ
る
よ
う
な
痛
み
や
、
突
然
の
激
し
い

頭
痛
、
顔
半
分
が
し
び
れ
る
な
ど
の
症

状
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
１
１
９
番

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

救
助
お
よ
び
そ
の
他
の
出
動
の
状
況

　

救
助
出
動
件
数
は
91
件
で
、
前
年
に

比
べ
て
９
件
増
加
。
最
も
多
い
の
が
、

交
通
事
故
に
よ
る
救
助
69
件
で
、
全
体

の
約
76
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
出
動
は
４
６
３
件
で
、
前

年
に
比
べ
て
９
件
減
少
。
主
な
内
訳
は
、

救
急
支
援
出
動
が
２
４
１
件
、
ヘ
リ
支

援
出
動
が
33
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

落
ち
着
い
て　

は
っ
き
り
１
１
９
番

　

火
災
や
救
急
な
ど
の
出
動
は
、１
１
９

番
通
報
か
ら
始
ま
り
ま
す
。通
報
を
受
け

た
と
同
時
に
、
消
防
隊
員
は
出
動
準

備
を
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
落
ち
着
い

て
は
っ
き
り
と
住
所
・
目
標
物
な
ど

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
問
い

合
わ
せ
に
は
、
１
１
９
番
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

知
っ
て
助
か
る
応
急
手
当
と
避
難
術

　

消
防
局
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
操
作
方
法
や
心

肺
蘇
生
法
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
応
急

手
当
講
習
会
の
開
催
や
、
火
災
の
と

き
の
避
難
術
の
実

演
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
応
急
手
当
講
習
】

警
防
救
急
課

☎
22

－

８
８
８
３

【
避
難
術
の
実
演
な
ど
】

予
防
課　

☎
22

－

８
８
８
４

３
月
１
日
～
７
日
は

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

　

火
災
に
よ
る
死
者
を
無
く
す
た
め
、

火
の
取
り
扱
い
や
火
の
元
に
は
十
分

注
意
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
・
点
検
を
行
う
な
ど
、
防
火
に
備

え
ま
し
ょ
う
。
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INFORMATION

市
有
財
産
の
売
却

●
入
札
日
時　

３
月
30
日
㈭　

10
時
～

●
入
札
場
所　

山
田
総
合
支
所
２
階　

第

１
会
議
室

●
物
件
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
最
低
価
格

旧
東
谷
頭
団
地

（
山
田
町
中
霧
島
３
０
４
４
番
地
１
）

宅
地　

１
９
４
３
・
９
９
平
方
㍍

３
１
６
万
円

●
入
札
参
加
資
格
お
よ
び
条
件

①�

市
税
お
よ
び
消
費
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と

②�

購
入
者
（
法
人
の
場
合
は
、
役
員
な
ど

を
含
む
）
が
、
暴
力
団
関
係
者
と
関
係

が
な
い
こ
と

③�

敷
地
内
に
残
っ
て
い
る
旧
住
宅
２
棟
と

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
契
約
後
６
カ

月
以
内
に
必
ず
撤
去
す
る
こ
と

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い

　

３
月
23
日
㈭
ま
で
に
山
田
地
域
振

興
課　

☎
64

－

１
１
１
１

平
成
29
年
度
分
介
護
保
険
料

年
金
差
引
き

　

介
護
保
険
料
を
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
納
付
し
て
い
る
人
で
、
年
金
受
給
額

が
年
額
18
万
円
以
上
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
、
４
月
か
ら
納
付
方
法
が

年
金
差
し
引
き
に
な
り
ま
す
。

●
対
象

①�

平
成
28
年
4
月
2
日
～
10
月
1
日
に
65

歳
に
な
っ
た
人
で
、
平
成
28
年
10
月
に

年
金
を
受
給
し
た
人

②�

65
歳
以
上
で
、
平
成
28
年
4
月
2
日
～

10
月
1
日
に
新
た
に
年
金
受
給
の
決
定

が
行
わ
れ
た
人

③�

都
城
市
に
転
入
し
、
平
成
28
年
10
月
１

日
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
な
ど
で
住
所

変
更
届
を
行
っ
た
人
で
、
前
住
所
地
で

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

て
い
た
人

※�

対
象
者
に
は
、
３
月
末
に
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
で
４
月
、
６
月
、
８
月
介
護

保
険
料
仮
徴
収
額
を
通
知
し
ま
す

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

「
地
域
福
祉
に
関
す
る
住
民
活
動

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
協
力
く
だ
さ
い

　

日
本
地
域
福
祉
学
会
で
は
、
地
域
福
祉

活
動
の
現
状
把
握
と
今
後
の
地
域
福
祉
推

進
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
市
内
の
千
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
届
い
た
人
は
、
調

査
に
協
力
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

婚
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

SAKU
RA SAKU

　

春
の
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

●
日
時　

3
月
25
日
㈯　

15
時
～
18
時

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

●
定
員　

男
女
各
10
人

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

２
千
円

　

3
月
13
日
㈪
ま
で
に
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｂ

Ｉ
塾
（
山
崎
）

☎
０
８
０

－

３
９
５
２

－

０
８
４
４

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
、

将
来
の
年
金
受
給
権
や
、
事
故
・
病
気
に

よ
り
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
の
障
害
年
金

の
受
給
資
格
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

申
請
期
間
は
、
20
歳
以
上
の
人
が
学
生

で
あ
る
期
間
の
う
ち
、
申
請
が
受
理
さ
れ

た
月
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
と
、
申
請

し
た
年
の
年
度
末
ま
で
で
す
。
ま
た
、
猶

予
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
古
い
期
間
か
ら
順
に
納
付
で

き
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象　

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の

学
生
で
、
前
年
所
得
が
基
準
以
下
の
人

●
申
請
窓
口　

保
険
年
金
課
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

都
城
年
金
事
務
所

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

在
学
証
明
書
の
原
本
ま
た
は
学
生
証
の
表

裏
の
写
し
、印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
）、

年
金
手
帳

※�

前
年
ま
た
は
今
年
退
職
し
て
学
生
に
な

っ
た
人
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

写
し
。
代
理
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人

の
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
が
必
要

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
２
９

都
城
年
金
事
務
所　

☎
23

－

２
５
７
１

休日急病診療機関
●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は17：00まで

◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

※	診療機関は変更することがあります。詳しくは、テ
レホンサービス（医師会は☎23-5555、歯科医師会
は☎25-4100）で確認してください

みやざき医療ナビ

医療機関名 電話番号

３
月
20
日
㈪

久保原田中医院（ 内・小） 22-7700
松山医院（ 内・呼・ﾘｳ） 24-1046
田中隆内科 52-0301
吉松病院（ 外・整） 25-1500
速見泌尿器科医院 24-8344
いわよし耳鼻咽喉科クリニック 36-5555
中央歯科 25-0007

３
月
26
日
㈰

教山内科医院（ 内・小） 62-1205
藤元総合病院（ 内） 22-1717
園田光正内科医院 38-5115
仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛）25-7712
飯田整形外科クリニック 46-5115
西浦医院（ 耳鼻） 22-0715
浜田歯科医院 22-0223

●休日当番薬局
月日 薬局名

３月20日㈪ ハートハンズ、ふれあい川東、
上町おおた、妻ケ丘、いわよし

３月26日㈰ しびた、日研

１月〜３月は「都城教育の日」啓発推進期間です
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図書館だより
※読み聞かせ会などの情報は、P21をご覧ください

◉問い合わせ
都城市立図書館	 ☎ 22-0239
高城図書館	 ☎ 58-4224

今月おすすめの本

図書館徹底活用術
寺尾隆（監修）　洋泉社（出版）

　意外と知らない館内利用の基本か
ら、蔵書検索のテクニックまでを網
羅。今、最強の「情報の宝庫」を使
いこなす。

一般 一般
一流の人ほど
理系の雑談が上手い！
白鳥敬（著）　新紀元社（出版）

　理系の雑談力を身に付けて、ス
マートに仕事をこなそう。明日のビ
ジネスに役立つ話のネタ帳。

われら科学史スーパースター
レグ・グラント（文）　サイモン・バシャー（絵）
片神貴子（訳）　玉川大学出版部（出版）

　科学の進歩は簡単ではない！　科
学の真実を求める地道な努力のたま
ものだ。古今東西43人が語る科学史
の幕開け！

あしたから１ねんせい
木村裕一（作）　有田奈央（絵）
新日本出版社（出版）

　学校ってどんなところかな…？ 
期待でワクワク。不安でドキドキ。
新しい生活を迎える新１年生を応援
する絵本！

幼児・児童児童

高 城 図 書 館 ●休 館 日／３月19日・20日・21日・28日、４月４日・11日	 ●開館時間／９：30	～18：00

□都城市立図書館 「 華麗なる源氏物語の世界」「 入園・入学コーナー」ほか
□高 城 図 書 館 	 	「 スポーツ（ 観音池マラソン）」「 えほん特集 “ことば” 」ほか特設コーナー

●休 館 日／	３月20日・21日・27日、４月３日・10日	 ●開館時間／９：30	～18：50都城市立図書館
※水曜日は20：00まで開館

ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

　

木
製
の
戸
襖
に
、
松
と
５
匹
の
リ
ス

を
描
い
た
こ
の
襖
絵
は
、
枝
か
ら
次
々

と
リ
ス
が
飛
び
移
る
生
き
生
き
と
し
た

瞬
間
と
、
大
き
な
松
の
木
が
印
象
に
残

り
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、
都
城
出
身
の

日
本
画
家
、
大お
お
の野
重じ
ゅ
う
こ
う
幸
が
昭
和
28
年
頃

に
描
い
た
も
の
で
す
。

　

重
幸
は
、
同
郷
の
山や
ま
う
ち内
多た
も
ん門
に
弟
子

入
り
し
て
日
本
画
を
学
び
、
宮
崎
県
で

は
た
だ
一
人
、
日
本
美
術
院
展
無
鑑
査

の
実
績
あ
る
画
家
で
す
。

　

こ
の
襖
絵
の
ほ
か
に
も
、
本
宅
の
欄ら
ん

間ま

の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
、
都
城
島
津

農
芸
館
に
も
７
枚
の
絵
図
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
都
城
島
津
家
と
親
し

い
付
き
合
い
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
都
城
島
津
家
の
記
録
に
よ
る
と
、

昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
宿
泊
の
際
に
、

師
・
多
門
の
描
い
た
「
富ふ
が
く嶽

遠え
ん
ぼ
う望

」
の

修
復
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
都
城
島
津
邸
本
宅
の
玄
関
脇

の
応
接
間
に

は
、
当
時
の

状
況
を
再
現

す
る
た
め

に
、
こ
の
戸

襖
の
複
製
を

設
置
し
て
い

ま
す
。 伝

承
館
だ
よ
り

都
城
島
津

戸と
ぶ
す
ま襖「

松ま
つ

に
栗り

す鼠
」

　

南
御
屋
鋪
跡
は
、宝ほ
う
れ
き暦
年
間
（
１
７
５

１
～
１
７
６
４
）
に
都
城
島
津
家
第
20

代
当
主
島
津
久ひ
さ
も
ち茂
に
よ
っ
て
築
か
れ
た

隠
居
屋
敷
で
す
。
現
在
の
姫
城
町
に
位

置
し
、
領
主
館
（
現
在
の
都
城
市
役
所
）

の
南
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う

に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
屋
敷
絵
図（
庄

内
地
理
志
巻
26
）
に
は
、
屋
敷
内
に
多

く
の
動
植
物
が
描
か
れ
て
い
て
、
多
趣

味
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
久
茂
の
人
物
像

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
、
市
が
初
め
て
行
っ
た

発
掘
調
査
で
は
、
柵
や
溝
跡
な
ど
、
屋

敷
の
北
側
部
分
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
見

つ
か
り
、
そ
の
存
在
が
裏
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
当
時
の
上
級
武
士

が
使
用
し
て
い
た
薩
摩
焼
や
肥
前
系
の

焼
き
物
、
遠
く

は
関
西
地
方
で

焼
か
れ
た
器
も

多
数
出
土
し
て

い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
中
に
は
、

久
茂
が
使
っ
た

も
の
も
含
ま
れ

て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

「
南み

な
み
お
や
し
き
あ
と

御
家
鋪
跡
」
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▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

■１月号クイズの結果【応募総数29通】
　◎正解／①３、15　②オリックス

広報都城

①	○○○○○○カードを使って、コンビニで住
民票などが取得できます。

問

答

②	年に１回は必ず接種！　狂犬病予防○○。問

答

ク イ ズ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言

このコーナーでは、寄せられた「 わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

今
月
の
お
便
り

実
質
収
支
の
黒
字
が
13
億
円
も
あ
る
の
は
す
ご
い

で
す
ね
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
健
全
な
財
政
で
、
住
み
や
す
い
都
城
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。	

（
高
城
町
有
水　

ス
ー
ち
ゃ
ん
）

今
年
も
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

昨
年
も
Ｆ
Ｃ
東
京
の
キ
ャ
ン
プ
を
見
に
行
き
ま
し
た
が
、
今

年
は
大
久
保
選
手
も
加
入
し
、
よ
り
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

現
地
で
応
援
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

 

（
高
木
町　

ト
マ
ト
さ
ん
）

「
人
の
風
景
」
で
紹
介
さ
れ
た
山
本
投
手
。
自
分
の
好
き

な
道
で
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
る
人
の
話
を
読
む
と
、
良

い
刺
激
を
受
け
る
と
同
時
に
、
身
近
に
感
じ
て
応
援
し
た

く
な
り
ま
す
ね
。
試
合
や
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
楽

し
み
が
で
き
ま
し
た
。	

（
上
水
流
町　

Ｍ
・
Ｉ
さ
ん
）

高
校
時
代
、
県
内
唯
一
の
な
ぎ
な
た
部
に
所
属
し
て
い
ま

し
た
。
島
津
発
祥
ま
つ
り
で
な
ぎ
な
た
を
持
っ
て
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
て
い
る
写
真
を
見
て
、
当
時
一
緒
に
が
ん
ば

っ
た
優
し
い
先
輩
や
、
仲
間
の
顔
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
五
十
町　

な
ぎ
な
た
マ
マ
さ
ん
）

子
ど
も
が
５
人
い
る
我
が
家
は
、
ゆ
っ
く
り
す
る
時
間
も

な
く
、
毎
日
が
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
ま
す
。
先
日
時
間
が
あ

り
、
ふ
と
広
報
紙
に
目
を
通
す
と
、
母
校
の
後
輩
が
プ
ロ

野
球
選
手
に
な
っ
た
り
、
子
ど
も
向
け
の
催
し
が
載
っ
て

い
た
り
、
生
活
に
役
立
つ
情
報
ば
か
り
で
し
た
。
少
し
ゆ

っ
く
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
時
間
で
し
た
。

（
高
城
町
穂
満
坊　

５
人
の
マ
マ
さ
ん
）

　あっという間にお別れの時期が近づいてきて、国際
交流員の仕事を始めた頃のことを思い出しています。
16年間務めた教師の仕事とは全く違っていて、負けず
嫌いな私は、実は何度もこっそり泣いていました。で
も、がんばっているうちに、だんだんと慣れてきて、充
実した毎日を楽しめるようになりました。
　都城の生活で一番印象に残ったのは何かと聞かれた
ら、皆さんの明るい笑顔だと答えます。仕事でいろいろ
手伝ってくれた３つの国の親切な同僚たち、お祭りの
時、「先生、久しぶり！」とにこにこしながら駆け寄っ
てくれた、小学校訪問で知り合った児童の皆さん、仕
事に行く途中、よく手を振りながら「おはよう」と言っ
てくれたお店のオーナーさん、買い物をしていると、
「今日ラジオ放送を聞いたよ、とっても良かった」と声
を掛けてくれたお隣さん…　みんなの笑顔に癒やされ
て、元気とパワーをいっぱいもらいました。
ありがとう皆さん！　ありがとう、都城！
またいつか会いましょう！

交流員国際
ひとりごと

都城からもらった笑顔

張
ちょう

穎
えい

さん
（中国）

Vol. ４

の

◎問い合わせ　生活文化課　☎23－2295



POST  C AR D

8  8   5   8   5  5  552円切手を
お貼りください

都城市役所 秘書広報課 行
　（ 広報都城  No.135   2017年３月号）

氏　名

住　所

電話番号 （ 　　　　   ）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル

フ リ ガ ナ

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

施設案内 ※３月16日～４月15日の日程

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
　開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎収蔵作品展「まち－美術をめぐる場所と人－」
　　３月14日㈫～５月７日㈰

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　　　　　　※毎週土曜日は、小・中学生は無料

　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎企画展「むかしの道具展」　４月23日㈰まで

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
　開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　観 覧 料 「本宅」小学生以上100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎収蔵史料展 「都城と都城島津家」
　　３月11日㈯～６月25日㈰
　　収蔵展期間中の伝承館の観覧料は
　　一般210円、高校・大学生160円、小・中学生100円

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
　開館時間 ９：00～17：00
　入 館 料 無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町）  ☎58-6900
　開館時間 10：00 ～ 16：00
　入 館 料 大人200円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
　開館時間 10：00～15：00
　金、土、祝日の前日は19：00 ～ 22：00も開館
　入 館 料 中学生以上310円、小学生100円
　休 館 日 毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）

【宮崎牛モモ・ウデスライス（すき焼き用） ３人】
読者プレゼント
今月の 

※ このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集
しています。詳細については秘書広報課まで問い合わせください。

商品提供事業者
(有)肉のながやま（栄町8-8）	 ☎24-0877

　ふるさと納税の返礼
品として同社一番人気
の、宮崎牛モモ・ウデ
のスライス。ぜひ、ご
賞味ください。
※	毎月29日は、宮崎牛
や、県産豚肉、鶏肉
など「肉の日セール」
を開催しています

◎	応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、
電話番号と、わたしの一言や３月号を読んだ感
想を書いて〒885ー 8555	秘書広報課まで。正解
者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

◎	応募締め切り　３月31日	㈮当日消印有効
◎	当選者発表　本紙５月号
◎１月号当選者　的場タミ子さん（久保原町）	他２人

※	応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品発送以外には利用しません



ウオーキング
で健康づくり!

みやこのじょうウオーキングマップ活用術⑩

インフォメーション

都城市現住人口

スマートフォンで
も市政情報を発信

西岳地区：雄大な霧島の麓を巡るコース
　西岳地区では、雄大な霧
島山が目前に広がる折田
代研修館を発着とした、起
伏に富んだ２つのコース
を紹介します。中でも、吉
之元小学校や荒武神社な
どを巡るコースでは、通行
量の多い県道を避け、農道
を行程とするなど、交通安

全にも配慮しています。
　西岳地区まちづくり協

議会では、このコースを利用して、毎年、ウオーキ
ング大会を開催。住民同士の親睦を深めるのに役
立てています。地元住民も散歩などを楽しみ、健康
づくりにもぴった
り の コ ー ス。皆 さ
ん も、雄 大 な 霧 島
山 を 眺 め な が ら、
のんびりと歩いて
みませんか。

市役所の開庁時間　平日８：30～17：15		※土・日・祝日は閉庁
■ 毎週木曜日
　市民課窓口は17：15 ～ 19：00まで夜間対応
■ 土・日曜日
　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行
　9：30 ～ 17：00 （ 12：00 ～ 13：00を除く）

市の提供番組紹介
■ BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
	 ①	6：50	～	 ②11：50	～	 ③17：50	～
	 ④20：50	～	 ⑤22：50	～
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイド FM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」

毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■ シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」

毎週月～金曜日  9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59

　まちの話題でも紹介した吉之元小学校のアイススケート
教室。気温が氷点下６度にもなる凍てつく深夜から明け方
にかけ、保護者と先生が水をまいて手作りリンクを完成さ
せました。初滑りを楽しみにしていた児童らは、新調され
たスケート靴を履くと、恐る恐るリンクに…。やがて、上
級生を中心に軽快に滑りはじめ、その姿を見て「やってよ
かった～っ！」と歓喜する保護者もいて、素晴らしい取り
組みだなぁと感慨深くなりました。（久）

編 集 後 記

●日時　３月12日㈰
　　　　①13：00～、②15：30～
●料金　全席指定　Ｓ席2,600円、A席2,300円
※１歳以上有料。１歳未満児の膝上鑑賞は無料

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

　チョロミーやムームー、ガラピコ
と、うたのおにいさん、おねえさん
が繰り広げる、楽しい歌や踊りのコ
ンサート。

「おかあさんといっしょ」

ガラピコぷ～がやってきた！！　都城公演

　クラリネット、ファゴット、オー
ボエによる三重奏コンサート。モー
ツァルト「ディヴェルティメント」な
どクラシックの名曲から、「春の小
川」などの唱歌メドレーまで、幅
広い楽曲を演奏します。

春を彩る木管の音色

●日時　３月16日㈭　14：00 ～ 15：00
●料金　全席自由　600円　　
※60席限定。未就学児は無料

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

@阿部章仁

今月の表紙
たくさん食べて風邪しらず
　恒例の完熟キンカンの収穫体
験が２月９日、山之口町富吉の
農家のビニールハウスで行われ
ました。富吉小学校の１、２年
生ら 25 人が参加。児童らはた
わわに実ったキンカンを、はさ
みを使って丁寧に収穫しまし
た。収穫後はとれたてをそのま
ま試食し、爽やかでみずみずし
いキンカンを、夢中になって頰
張っていました。

平成29年２月１日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,135世帯 -27 -1,352
人口総数 163,762人 -44 -1,411
男　　性 77,054人 13 -422
女　　性 86,708人 -57 -989
※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

©NHK

折
おりたしろ

田代自治公民館
館長　田畑		利紀さん
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